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﹇
論
文
要
旨
﹈

　

本
稿
は
、
芝
居
町
の
絵
図
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
で
、
ま
と
ま
っ
た
文
書
が
得
ら
れ
に
く
い
茶
屋
や

役
者
の
居
宅
、
芝
居
関
係
者
に
関
す
る
情
報
を
集
積
し
、
絵
図
の
資
料
的
活
用
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

　

弘
化
三
年
に
刊
行
さ
れ
た
「
人
呼
子
鳥
若
三
町
」
は
、
天
保
改
革
の
芝
居
統
制
の
一
環
と
し
て
猿

若
町
へ
移
転
さ
せ
ら
れ
た
芝
居
町
の
絵
図
が
、
同
じ
く
厳
し
い
統
制
下
に
あ
っ
た
錦
絵
と
い
う
形
で

出
版
さ
れ
た
点
で
、
大
き
な
反
響
を
呼
び
、
以
降
断
続
的
で
は
あ
る
が
追
随
作
品
が
出
さ
れ
た
。
本

稿
二
節
で
は
猿
若
町
に
先
行
す
る
芝
居
町
の
絵
図
と
し
て
、
文
化
か
ら
天
保
に
か
け
て
小
本
の
形
で

出
さ
れ
た
劇
書
の
シ
リ
ー
ズ
を
紹
介
し
、
猿
若
町
絵
図
に
踏
襲
さ
れ
た
特
徴
を
ま
と
め
た
。

　

つ
づ
く
三
節
で
は
、
猿
若
町
移
転
お
よ
び
絵
図
に
関
す
る
記
事
を
時
系
列
で
並
べ
て
整
理
し
、
天

保
か
ら
文
久
ま
で
の
絵
図
の
特
徴
と
、
絵
図
刊
行
の
意
味
合
い
の
変
遷
を
追
っ
た
。

　

三
節
の
整
理
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
情
報
の
活
用
を
試
み
た
の
が
四
節
で
、
ま
ず
「
懐
溜
諸
屑
」
に

貼
り
こ
ま
れ
た
町
内
の
商
店
や
茶
屋
の
一
枚
摺
に
情
報
を
付
加
し
、
そ
の
生
業
の
具
象
化
を
図
っ

た
。
つ
ぎ
に
絵
図
の
比
較
検
討
の
過
程
で
得
ら
れ
た
情
報
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
、
芝
居
町
特
有
の
存

在
で
あ
る
芝
居
茶
屋
や
座
元
、
出
方
と
い
っ
た
芸
能
者
以
外
の
芝
居
関
係
者
が
劇
場
経
営
に
ど
の
よ

う
に
関
わ
っ
て
い
た
の
か
を
、
中
村
座
の
例
を
も
っ
て
示
し
、
こ
う
し
た
事
例
の
蓄
積
か
ら
、
化
政

期
と
同
じ
状
況
に
あ
っ
た
移
転
後
の
劇
場
経
営
に
つ
い
て
具
体
的
に
述
べ
た
。

　

本
稿
の
成
果
は
、
猿
若
町
移
転
や
そ
の
影
響
に
つ
い
て
述
べ
た
数
多
く
の
先
行
研
究
に
お
い
て
、

補
助
資
料
と
ば
か
り
と
ら
え
ら
れ
て
き
た
絵
図
を
断
続
的
な
が
ら
も
年
代
順
に
追
っ
て
印
刷
物
の
一

ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
整
理
し
、
位
置
付
け
を
図
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
過
程
で
得
ら
れ
た
情

報
を
、
文
書
や
一
枚
摺
と
い
っ
た
資
料
と
照
合
す
る
こ
と
で
、
芝
居
町
に
関
わ
る
多
様
な
人
々
や
彼

ら
が
担
っ
た
職
分
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
も
成
果
と
い
え
る
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
芝
居
町
、
絵
図
、
出
版
物

近
世
後
期
に
お
け
る
芝
居
町
絵
図
の
変
遷
と

資
料
的
活
用
に
つ
い
て

西
田
亜
未
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は
じ
め
に

　

天
保
改
革
に
お
い
て
芸
能
と
り
わ
け
芝
居
興
行
に
関
し
て
は
、
華
美
な
衣
装
の

禁
止
や
高
額
な
給
金
の
是
正
な
ど
を
は
じ
め
厳
し
い
統
制
が
な
さ
れ
、
市
中
の
狂
言

座
・
操
座
お
よ
び
芸
能
者
の
猿
若
町
移
転
は
、
関
係
者
の
み
な
ら
ず
世
間
に
大
き
な

衝
撃
を
与
え
た
。
出
版
分
野
に
お
い
て
は
錦
絵
の
価
格
や
画
題
、
色
の
摺
数
な
ど
細

か
い
規
制
が
設
け
ら
れ
た
。
芝
居
と
縁
の
深
い
役
者
絵
は
特
に
厳
し
く
、
最
大
の
特

徴
で
あ
っ
た
似
顔
が
天
保
一
三
年
（
一
八
四
二
）
六
月
に
禁
じ
ら
れ
、
番
付
の
類
を

除
き
、
あ
ら
ゆ
る
商
品
へ
の
役
者
の
名
前
や
紋
の
書
入
れ
も
禁
じ
ら
れ
た
。
天
保
改

革
を
推
し
進
め
て
き
た
老
中
水
野
の
失
脚
後
、
他
の
政
策
と
同
様
に
出
版
統
制
に
も

緩
み
が
出
て
く
る
が
、
絵
師
や
版
元
た
ち
は
、
役
者
絵
の
出
版
に
は
神
経
を
使
っ
た

よ
う
で
復
活
に
は
時
間
を
要
し
た
。

　

い
わ
ば
様
子
見
の
状
態
が
続
い
て
い
た
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
正
月
に
、
役
者

の
居
宅
を
名
前
入
り
で
記
し
た
猿
若
町
の
絵
図
「
人
呼
子
鳥
若
三
町
」
が
刊
行
さ
れ
、

四
月
に
は
関
係
者
の
処
遇
を
問
う
一
件
が
「
市
中
取
締
類
集
）
1
（

」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
一
件
だ
が
、
概
要
を
記
し
て
お
く
。
表
向
き
は
年
賀
用
の
非
売

品
を
装
っ
て
出
さ
れ
た
「
人
呼
子
鳥
若
三
町
」
を
、
実
際
に
は
販
売
し
て
い
た
咎
で
、

制
作
に
関
わ
っ
た
絵
師
の
溪
斎
英
泉
と
戯
作
者
の
花
笠
文
京
を
、
さ
ら
に
、
こ
の
絵

図
を
勝
手
に
重
版
し
、
売
買
し
よ
う
と
し
た
古
本
糶
売
の
者
た
ち
、
そ
し
て
狂
歌
を

削
っ
て
別
摺
を
作
成
し
た
版
元
の
処
罰
を
町
年
寄
が
市
中
取
締
掛
に
伺
う
も
の
で
あ

る
。
市
中
取
締
掛
は
風
俗
に
関
わ
る
ほ
ど
で
は
な
い
と
し
な
が
ら
も
、
改
を
受
け
ず

に
販
売
し
た
こ
と
に
対
し
、
町
年
寄
の
処
罰
通
り
で
良
い
と
し
て
お
り
、
そ
の
判
断

に
画
題
に
対
す
る
出
版
統
制
の
緩
み
が
感
じ
ら
れ
る
。

　
「
人
呼
子
鳥
若
三
町
」
は
、「
役
者
共
名
前
住
所
等
巨
細
ニ
書
顕
彩
色
入
ニ
摺
立
」

た
も
の
で
、絵
の
特
徴
か
ら
「
懐
溜
諸
屑
」
に
も
貼
り
こ
ま
れ
て
い
る
【
図
1
】「
呼

子
鳥
和
歌
三
町
全
図
）
2
（

」（
以
下
、「
呼
子
鳥
」）
だ
と
さ
れ
て
お
り
、
本
稿
で
も
同
様

図1　「懐溜諸屑」所収の「呼子鳥和歌三町全図」（国立歴史民俗博物館蔵 6-38）
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に
取
り
扱
う
。「
市
中
取
締
類
集
」
に
収
め
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
「
呼
子
鳥
」
は
、

頻
繁
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
資
料
だ
が
、
芝
居
町
や
芸
能
者
の
動
向
は
市
中
の
人
々
の

関
心
の
的
で
あ
り
、
断
続
的
な
が
ら
も
「
呼
子
鳥
」
刊
行
の
前
後
に
類
似
の
絵
図
が

出
さ
れ
て
い
る
。
猿
若
町
に
関
す
る
先
行
研
究
は
数
多
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
絵
図
は

文
書
資
料
を
補
足
す
る
参
考
資
料
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
絵
図
を
中
心
に

据
え
た
報
告
は
未
見
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
芝
居
町
の
景
観
や
風
景
を
描
い

た
名
所
絵
で
は
な
く
、「
呼
子
鳥
」
の
よ
う
に
茶
屋
名
や
役
者
の
住
居
を
書
き
入
れ

て
地
図
の
機
能
も
兼
ね
備
え
た
「
絵
図
」
に
限
定
し
た
上
で
、
ひ
と
ま
ず
時
系
列
に

並
べ
て
変
遷
を
追
い
、
印
刷
物
と
し
て
の
位
置
付
け
を
図
る
。

　

次
い
で
、「
懐
溜
諸
屑
」
に
貼
り
込
ま
れ
た
一
枚
摺
と
絵
図
、
文
書
資
料
を
照
合

し
、
町
内
の
商
店
や
芸
能
者
で
は
な
い
芝
居
関
係
者
の
生
業
を
探
る
手
段
と
し
て
、

絵
図
資
料
の
活
用
を
試
み
る
。

❶
天
保
改
革
下
の
芝
居
統
制
と
先
行
研
究

　

天
保
改
革
下
の
芝
居
統
制
に
関
す
る
研
究
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
い
ず
れ
も
守
屋

毅
氏
の
一
連
の
業
績
を
基
盤
と
し
て
い
る
。
近
世
の
特
徴
と
し
て
芸
能
の「
商
品
化
」

を
提
言
し
た
守
屋
氏
は
、
芝
居
統
制
の
引
き
金
を
化
政
期
の
芝
居
興
行
に
見
出
し
て

い
る
。
劇
場
の
内
側
で
は
、
負
債
に
よ
り
権
威
を
失
墜
さ
せ
た
座
元
と
、
相
対
的
に

発
言
権
を
強
め
た
役
者
、
お
よ
び
興
行
に
介
入
す
る
金
主
の
登
場
が
従
来
通
り
の
興

行
を
阻
み
、
劇
場
側
は
、
役
者
へ
の
給
金
を
捻
出
す
る
た
め
に
観
劇
料
の
値
上
げ
を

繰
り
返
し
て
客
離
れ
に
悩
ま
さ
れ
た
。
劇
場
の
外
側
で
も
、
三
座
よ
り
安
価
な
宮
地

芝
居
が
三
座
を
脅
か
す
ほ
ど
の
人
気
を
得
る
と
い
う
悪
循
環
に
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘

す
る
。
そ
の
う
え
で
、
天
保
改
革
で
の
諸
政
策
の
意
図
を
、
役
者
の
権
限
縮
小
と
座

元
を
介
し
た
支
配
体
制
の
再
構
築
に
求
め
て
い
る
）
3
（

。

　

政
治
史
で
は
、
天
保
一
二
年
（
一
八
四
一
）
の
火
事
を
契
機
と
し
て
芝
居
所
替
を

掲
げ
た
老
中
水
野
に
対
し
、
芝
居
町
や
近
辺
に
住
ま
う
人
々
の
生
活
保
持
を
優
先
す

べ
き
と
し
た
町
奉
行
遠
山
の
攻
防
を
、
藤
田
覚
氏
が
つ
ぶ
さ
に
分
析
し
て
い
る
。
旗

色
の
悪
い
な
か
強
行
さ
れ
た
芝
居
地
移
転
に
つ
い
て
、
上
層
町
人
の
娯
楽
で
あ
っ
た

大
芝
居
は
厳
し
い
統
制
下
に
置
か
れ
、
中
下
層
の
町
人
で
も
楽
し
め
た
宮
地
芝
居
は

全
面
禁
止
と
な
り
、
芝
居
興
行
で
生
計
を
立
て
て
き
た
町
々
に
打
撃
を
与
え
た
と
結

論
付
け
て
い
る
）
4
（

。

　

猿
若
町
の
成
立
と
い
う
点
で
は
、
市
川
寛
明
氏
が
移
転
決
定
後
の
経
過
を
丹
念
に

追
い
、
芸
能
者
を
「
一
ト
構
」
に
で
き
る
空
間
を
求
め
る
幕
府
の
政
策
に
、
寛
政
以

来
の
一
貫
性
を
見
出
し
て
い
る
）
5
（

。

　

こ
う
し
た
行
政
面
で
の
研
究
に
加
え
、
実
際
に
移
転
を
強
制
さ
れ
た
芸
能
関
係
者

側
の
研
究
も
な
さ
れ
て
お
り
、
吉
田
伸
之
氏
は
、
内
部
の
社
会
構
造
に
つ
い
て
経
営
、

興
行
、
芝
居
小
屋
の
三
局
面
に
分
け
た
上
で
、
河
原
崎
座
移
転
を
例
に
、
地
主
や
座

主
と
い
っ
た
上
層
部
か
ら
最
下
層
に
位
置
す
る
出
方
の
者
た
ち
ま
で
身
分
ご
と
に
得

ら
れ
た
恩
恵
や
不
利
益
に
着
目
し
、
配
当
金
の
格
差
な
ど
も
含
め
狂
言
座
内
の
身
分

格
差
が
露
呈
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
）
6
（

。

　

ま
た
、
移
転
後
の
芝
居
興
行
に
つ
い
て
は
、
市
中
か
ら
離
れ
、
集
客
で
き
る
役
者

が
限
ら
れ
る
な
か
、
給
金
以
外
の
名
目
で
役
者
を
厚
遇
す
る
、
と
い
う
実
質
的
に
は

化
政
期
同
様
の
状
態
に
陥
っ
て
い
た
こ
と
を
今
岡
謙
太
郎
氏
が
記
し
て
い
る
）
7
（

。
三
座

と
同
じ
く
移
転
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
操
座
は
、
移
転
以
前
よ
り
市
中
の
寄
席
人
気
に

押
さ
れ
苦
境
に
あ
っ
た
が
、
立
地
の
悪
さ
が
さ
ら
な
る
悪
化
を
招
い
た
。
神
田
由
築

氏
は
、
こ
の
時
期
の
操
座
と
寄
席
の
対
立
、
操
座
に
携
わ
る
芸
能
者
同
士
や
操
座
関

係
者
同
士
の
利
害
の
不
一
致
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
）
8
（

。
猿
若
町
移
転
と
そ
の
直
後
の

興
行
に
つ
い
て
、
主
要
な
も
の
だ
け
で
も
こ
れ
だ
け
多
数
の
先
行
研
究
が
あ
り
、
芝

居
統
制
と
も
関
係
の
深
い
同
時
期
の
浮
世
絵
出
版
に
つ
い
て
は
、
膨
大
な
改
印
（
検

閲
印
）
の
調
査
に
基
づ
き
検
閲
体
制
を
明
ら
か
に
し
た
岩
切
友
里
子
氏
の
研
究
）
9
（

や
、

大
量
生
産
さ
れ
る
出
版
物
と
い
う
観
点
か
ら
浮
世
絵
に
関
す
る
版
元
や
市
井
の
動
向

を
整
理
し
、
浮
世
絵
の
需
要
と
消
費
の
形
を
明
ら
か
に
し
た
大
久
保
純
一
氏
の
研

究
）
10
（

が
あ
る
。
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こ
れ
ら
の
先
学
に
学
び
つ
つ
、
本
稿
で
は
芝
居
町
絵
図
を
整
理
し
て
出
版
の
背
景

を
探
り
、
芸
能
の
「
商
品
化
」
に
よ
り
商
品
と
な
っ
た
絵
図
の
位
置
付
け
を
図
る
。

つ
い
で
、
絵
図
整
理
の
過
程
で
得
ら
れ
た
瑣
末
な
情
報
を
積
み
重
ね
、
断
片
的
な
が

ら
芝
居
町
に
関
わ
る
人
々
の
様
相
を
描
い
て
み
た
い
。

❷
猿
若
町
以
前
の
芝
居
町
絵
図
と
役
者
の
住
居　

　

天
保
改
革
以
前
、
寛
政
頃
よ
り
役
者
に
は
芝
居
町
近
辺
へ
の
集
住
が
申
し
渡
さ
れ

た
が
、
徹
底
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
役
者
の
居
住
地
名
は
毎
年
出
さ
れ
た
一
枚
刷
り

の
見
立
評
判
記
に
も
記
載
さ
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
改
革
に
て
集
住
が
強
制
さ
れ
た

結
果
、「
呼
子
鳥
」
の
よ
う
な
一
枚
絵
に
て
芝
居
町
絵
図
と
役
者
居
住
地
が
ま
と
め

ら
れ
た
が
、
そ
れ
以
前
の
劇
書
に
同
様
の
情
報
は
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で

は
絵
図
の
踏
襲
と
い
う
視
点
か
ら
そ
の
変
遷
を
概
観
し
た
い
。

　

分
業
か
ら
な
る
芝
居
興
行
に
は
、
情
報
共
有
の
た
め
に
記
録
が
必
須
と
な
り
、
こ

の
記
録
や
情
報
が
商
品
化
さ
れ
多
様
な
芝
居
関
係
の
出
版
物
を
生
み
出
し
た
。
赤
間

亮
氏
は
こ
れ
ら
の
出
版
物
を
演
劇
書
と
総
括
し
た
上
で
、
劇
場
側
が
観
客
に
向
け
て

作
成
す
る
番
付
や
正
本
の
よ
う
な
上
演
出
版
物
に
対
し
、
劇
場
外
部
が
、
劇
場
と
観

客
を
つ
な
ぐ
こ
と
を
目
的
に
制
作
し
た
役
者
評
判
記
の
よ
う
な
出
版
物
を
劇
書
と
定

義
し
て
い
る
）
11
（

。
立
川
洋
氏
は
、
京
の
八
文
字
屋
本
を
中
心
と
し
て
き
た
劇
書
の
世
界

に
お
い
て
、『
明
和
伎
鑑
』（
明
和
六
年
・
一
七
六
九
刊
）
を
江
戸
の
書
肆
が
出
し
た

劇
書
の
嚆
矢
と
位
置
付
け
た
。
江
戸
三
座
に
限
定
し
、
役
者
か
ら
芝
居
関
係
者
の
名

前
や
居
宅
を
記
し
た
内
容
、
お
よ
び
小
本
一
冊
と
い
う
形
態
が
吉
原
の
案
内
書
で
も

あ
っ
た
洒
落
本
に
通
じ
る
点
に
も
意
義
を
見
出
し
て
い
る
）
12
（

。
ま
た
、
服
部
幸
雄
氏
は

同
書
に
基
づ
い
て
劇
場
内
部
の
再
構
築
を
試
み
）
13
（

、
神
田
氏
は
、
同
書
お
よ
び
後
続
の

『
戯
場
一
覧
』
や
『
増
補
戯
場
一
覧
』
は
、
芝
居
町
に
か
か
わ
る
諸
職
人
や
商
人
の
営

み
を
記
し
て
い
る
点
で
、
芸
能
自
体
に
と
ど
ま
ら
な
い
芸
能
の
「
商
品
化
」
を
示
す

と
し
て
お
り
）
14
（

、
劇
書
に
は
書
誌
学
、
歴
史
学
双
方
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
見
ら
れ
る
。

　

こ
の
あ
と
江
戸
書
肆
に
よ
る
劇
書
と
し
て
、
寛
政
一
一
年
（
一
七
九
九
）
に
式
亭

三
馬
作
『
俳
優
細
見
記
』
が
出
さ
れ
る
が
、
出
版
物
と
し
て
定
着
す
る
の
は
、
文

化
か
ら
天
保
に
か
け
て
山
口
屋
藤
兵
衛
と
森
屋
治
兵
衛
の
相
版
で
出
さ
れ
た
三
部
作

『
芝
居
細
見
三
葉
草
』『
三
芝
居
役
者
細
見
』『
芝
居
細
見
三
葉
草
』（
天
保
版
）
15
（

）
の
刊

行
を
も
っ
て
と
さ
れ
る
）
16
（

。
こ
の
三
部
作
は
そ
れ
ぞ
れ
に
趣
向
を
凝
ら
し
な
が
ら
も
、

芝
居
町
絵
図
と
役
者
の
評
判
記
を
軸
に
展
開
し
た
も
の
で
、
本
稿
で
は
便
宜
上
「
芝

居
細
見
」
と
総
称
し
、
芝
居
町
絵
図
の
先
例
と
し
て
見
て
い
く
）
17
（

。

　

初
作
は
、
立
川
焉
馬
に
よ
る
文
化
一
四
年
（
一
八
一
七
）
刊
『
芝
居
細
見
三
葉

草
）
18
（

』
と
翌
一
五
年
（
一
八
一
八
）
刊
『
三
階
松
）
19
（

』
で
、『
明
和
伎
鑑
』
以
来
の
吉
原

細
見
を
模
し
た
芝
居
の
案
内
書
だ
が
、
序
文
に
は
地
方
客
の
需
要
に
応
え
る
と
い
う

名
目
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
次
丁
よ
り
芝
居
茶
屋
の
並
び
が
記
さ
れ
る
。
二
作
の
絵

図
は
通
り
を
中
心
に
据
え
た
【
図
2
】
の
よ
う
な
茶
屋
の
家
並
み
で
、
吉
原
細
見
の

書
式
に
当
て
込
ん
だ
役
者
の
個
人
評
が
続
き
、
こ
の
欄
に
は
芸
評
を
主
と
し
な
が
ら

図2　『三階松』 （東京大学国文学研究室蔵　近世 22.3.62）
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も
俳
名
、
屋
号
、
居
宅
ま
で
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
『
芝
居
細
見
三
葉
草
』
跋
文

の
「
家
并
表
裏
の
替
名
前
文
字
之
相
違
多
く
、
書
落
し
等
茂
有
之
候
半
、
右
様
之
儀

は
板
元
江
御
知
ら
せ
被
下
候
ハ
は
早
速
彫
刻
致
直
し
可
申
（
読
点
は
筆
者
に
よ
る
。

以
下
同
）」
と
い
う
こ
と
わ
り
書
き
は
、
後
続
の
芝
居
細
見
や
猿
若
町
絵
図
に
も
踏

襲
さ
れ
て
い
く
。

　

焉
馬
は
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
に
没
し
、
七
代
目
市
川
団
十
郎
ら
の
代
作
を
務

め
た
戯
作
者
五
柳
亭
徳
升
が
小
本
一
冊
の
『
三
芝
居
役
者
細
見
』
を
も
っ
て
跡
を
継

い
で
い
る
。
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
版
）
20
（

の
跋
文
に
は
「
右
芝
居
細
見
の
儀
は
、
遠

国
他
郷
の
芝
居
お
好
ミ
方
御
読
の
便
理
に
と
て
、
先
に
立
川
焉
馬
翁
た
ん
せ
い
を
ぬ

き
ん
で
て
巨
細
に
あ
ら
は
し
大
に
お
こ
な
は
れ
し
よ
り
、
ふ
た
と
せ
あ
ま
り
叢
板
な

せ
し
に
彼
翁
世
を
去
ら
れ
し
よ
り
続
編
を
む
な
し
う
せ
り
、
然
り
と
い
へ
共
尚
遠
国

よ
り
今
に
お
ゐ
て
た
づ
ね
求
め
給
ふ
に
よ
り
、
此
度
悉
相
改
画
入
に
い
た
し
芸
評
を

し
る
し
差
出
し
申
候
得
共
、
名
前
又
ハ
文
字
の
違
ひ
書
落
等
も
御
座
候
ハ
ゝ
早
速
版

元
江
御
し
ら
せ
可
被
下
候
、
彫
刻
致
し
か
へ
可
申
候
（
略
）」
と
あ
り
刊
行
の
経
緯

が
知
れ
る
。
す
な
わ
ち
詳
細
な
情
報
を
も
っ
て
人
気
を
博
し
た
芝
居
細
見
が
、
焉
馬

の
没
後
途
絶
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
今
で
も
地
方
客
に
需
要
が
あ
る
の
で
再
調
査
の
上

挿
絵
つ
き
で
出
版
す
る
と
い
う
も
の
で
、
誤
植
の
こ
と
わ
り
書
き
が
続
く
。
焉
馬
お

よ
び
徳
升
が
地
方
客
に
言
及
す
る
の
は
、
茶
屋
が
当
時
唯
一
の
予
約
手
段
だ
っ
た
た

め
で
）
21
（

、
一
説
に
観
客
の
三
、四
割
が
茶
屋
を
利
用
し
た
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
絵
図

に
は
一
定
の
需
要
が
見
込
め
た
）
22
（

。

　

構
成
は
先
例
に
同
じ
だ
が
、【
図
2
】
に
見
ら
れ
た
茶
屋
の
並
び
は
見
取
図
【
図

3
】
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
シ
リ
ー
ズ
よ
り
歌
川
国
貞
の
挿
絵
が
登
場
す
る
た

め
、
茶
屋
の
絵
図
に
割
く
丁
数
を
減
ら
す
目
的
だ
ろ
う
が
、
結
果
的
に
位
置
関
係

の
分
か
る
実
用
的
な
図
に
な
っ
て
お
り
、
後
続
の
芝
居
町
絵
図
で
も
踏
襲
さ
れ
て
い

る
。
見
取
図
の
後
に
は
役
者
の
個
人
評
が
続
き
、
人
気
役
者
に
限
っ
て
居
宅
と
似
顔

そ
し
て
子
の
絵
も
加
え
ら
れ
て
い
く
。
こ
の
『
三
芝
居
役
者
細
見
』
は
文
政
九
年
か

ら
一
一
年
（
一
八
二
八
）
ま
で
三
年
分
が
確
認
で
き
、
役
者
の
芸
評
と
茶
屋
の
絵
図

は
毎
年
更
新
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
後
、
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
に
は
二
代
立
川
焉
馬
撰
、
歌
川
国
貞
画
『
芝

居
細
見
三
葉
草
）
23
（

』（
天
保
版
）
が
出
さ
れ
、
同
名
で
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）、
五
年

（
一
八
三
四
）、
七
年
（
一
八
三
六
）
分
が
確
認
で
き
る
。
先
行
す
る
二
シ
リ
ー
ズ
が

小
本
一
冊
だ
っ
た
の
に
対
し
、
天
保
版
は
各
座
小
本
一
冊
の
全
三
冊
、
年
に
よ
っ
て

は
六
冊
か
ら
な
る
。
芝
居
町
絵
図
は
踏
襲
さ
れ
る
も
こ
と
わ
り
の
文
言
は
な
く
、
文

政
期
に
比
し
て
舞
台
姿
の
挿
絵
と
芸
表
欄
に
よ
り
多
く
の
丁
を
割
い
て
い
る
。　

　

以
上
、
芝
居
町
絵
図
と
役
者
住
居
を
記
載
し
た
も
の
と
し
て
、
文
化
か
ら
天
保
に

か
け
て
出
さ
れ
た
芝
居
細
見
を
概
観
し
た
。
猿
若
町
絵
図
へ
の
影
響
を
念
頭
に
そ
の

特
徴
を
記
す
と
、『
俳
優
細
見
記
』
以
来
、
吉
原
細
見
の
書
式
に
倣
っ
て
い
た
各
町

の
絵
図
は
、
文
政
の
『
三
芝
居
役
者
細
見
』
に
て
見
取
図
と
し
て
見
開
き
に
収
め
ら

れ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
国
貞
の
挿
絵
に
丁
数
を
割
く
と
い
う
別
の
事
情
が
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
が
、
利
便
性
の
良
さ
か
ら
か
以
後
こ
の
見
取
図
が
踏
襲
さ
れ
て
い
く
。

図3　『三芝居役者細見』 （国文学研究資料館蔵　ヤ8-319）
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ま
た
、『
明
和
伎
鑑
』
の
後
、
本
の
体
裁
で
は
表
立
っ
て
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た

役
者
の
居
住
地
は
個
人
評
の
欄
に
記
載
さ
れ
、
特
に
文
政
期
に
は
、『
正
本
製
』
や

『
俳
優
素
顔
夏
の
富
士
』
と
い
っ
た
役
者
の
別
宅
を
主
題
と
し
た
版
本
、
浮
世
絵
が

集
中
し
て
出
さ
れ
て
お
り
、
芸
か
ら
離
れ
た
役
者
の
私
的
な
部
分
に
対
す
る
高
い
需

要
が
う
か
が
え
る
。

　

制
作
陣
に
着
目
す
る
と
焉
馬
、
徳
升
、
二
代
焉
馬
そ
し
て
役
者
の
別
荘
図
を
独
占

し
て
い
た
国
貞
と
い
う
、
役
者
と
懇
意
で
芝
居
に
精
通
し
た
戯
作
者
、
絵
師
が
並
ぶ
。

彼
ら
に
よ
る
茶
屋
絵
図
の
更
新
、
役
者
の
私
的
な
情
報
の
掲
載
は
商
品
価
値
を
高
め

る
と
同
時
に
、
芝
居
の
手
引
書
と
い
う
劇
書
の
性
質
お
よ
び
読
者
層
の
要
望
を
反
映

し
て
も
い
る
。
残
念
な
が
ら
、
次
節
に
て
取
り
上
げ
る
猿
若
町
絵
図
の
制
作
に
彼
ら

が
直
接
関
わ
っ
た
形
跡
は
な
く
、
芝
居
細
見
の
版
元
で
あ
る
山
口
屋
や
森
屋
が
版
行

し
た
例
も
今
の
と
こ
ろ
見
ら
れ
な
い
た
め
、
芝
居
細
見
と
猿
若
町
絵
図
の
間
に
直
接

の
つ
な
が
り
は
見
出
せ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
芝
居
町
絵
図
の
定
型
と
捉
え
ら
れ
て

い
た
こ
と
は
、
合
印
や
誤
植
の
こ
と
わ
り
書
き
お
よ
び
『
三
芝
居
役
者
細
見
』
以
来

の
見
取
図
が
、
こ
の
後
猿
若
町
絵
図
に
引
き
継
が
れ
て
い
く
こ
と
か
ら
も
指
摘
で
き

る
。
小
本
の
形
態
で
出
さ
れ
た
芝
居
細
見
と
一
枚
絵
に
多
い
猿
若
町
絵
図
と
で
は
、

直
接
比
較
し
難
い
点
も
あ
る
が
、
芝
居
町
の
絵
図
と
し
て
の
関
連
は
無
視
で
き
な
い

た
め
、
必
要
に
応
じ
て
取
り
上
げ
て
い
く
。

❸
猿
若
町
移
転
と
町
の
絵
図

　

本
節
で
は
、
多
分
の
見
落
し
が
あ
る
こ
と
を
こ
と
わ
っ
た
上
で
、
筆
者
が
確
認
で

き
た
猿
若
町
の
絵
図
や
そ
の
刊
行
記
録
を
順
に
見
て
み
た
い
。

　

天
保
一
二
年
一
二
月
に
堺
町
、
葺
屋
町
の
芝
居
小
屋
が
類
焼
し
、
小
屋
の
再
建
を

願
う
中
村
座
、
市
村
座
に
老
中
水
野
が
芝
居
町
移
転
を
下
達
し
た
。
そ
の
翌
月
に
は

移
転
先
が
小
出
伊
勢
守
の
屋
敷
跡
地
と
明
か
さ
れ
、
翌
一
三
年
二
月
八
日
に
中
村
、

市
村
両
座
へ
土
地
が
下
げ
渡
さ
れ
た
。
市
中
の
反
応
は
早
く
二
月
一
一
日
頃
に
、
ご

く
簡
素
な
絵
図
を
制
作
販
売
し
、
二
二
日
に
は
処
罰
さ
れ
た
事
例
が
、「
猿
若
町
芝

居
の
由
来
）
24
（

」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
史
料
に
よ
る
と
、
湯
島
三
組
町
の
文
蔵
が
芝
居

町
の
移
転
先
の
絵
図
を
自
作
し
て
半
紙
二
枚
に
刷
り
、
こ
れ
を
浅
草
福
井
町
壱
丁

目
の
伝
七
と
本
郷
春
木
町
弐
丁
目
の
藤
兵
衛
に
売
り
渡
し
三
人
で
売
り
歩
い
た
と
こ

ろ
、
時
事
出
版
を
禁
ず
る
町
触
に
背
く
と
し
て
、
文
蔵
に
は
五
貫
文
、
伝
七
と
藤
兵

衛
に
は
そ
れ
ぞ
れ
三
貫
文
の
過
料
が
科
さ
れ
、
版
木
お
よ
び
売
上
も
没
収
さ
れ
て
い

る
。
一
緒
に
綴
じ
込
ま
れ
た
絵
図
【
図
4
】
を
見
る
限
り
、
移
転
以
前
の
芝
居
細
見

に
あ
る
絵
図
を
摸
し
た
枠
に
、「
聖
天
横
町
」
や
「
馬
道
」
と
い
っ
た
地
名
を
加
え
、

茶
屋
の
軒
数
を
刷
っ
た
だ
け
の
粗
雑
な
も
の
で
、
屋
号
な
ど
も
入
っ
て
い
な
い
。
に

も
か
か
わ
ら
ず
処
罰
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
厳
し
い
取
締
姿
勢
が
う
か
が
え
る
。

　

そ
の
二
ヶ
月
後
の
四
月
中
旬
に
は
、
浅
草
聖
天
町
の
質
両
替
屋
常
陸
屋
徳
兵
衛
が

「
東
都
新
開
三
芝
居
繁
昌
之
絵
図
」
を
一
枚
五
分
で
販
売
し
、
咎
め
ら
れ
た
一
件
が

同
資
料
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

図4　「猿若町芝居の由来」 （西尾市岩瀬文庫蔵 95-120）
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【
史
料
1
】

五
月
、
先
月
中
旬
頃
ゟ
東
都
新
開
三
芝
居
繁
昌
之
絵
図
、
浅
草
聖
天
町
質
両
替

屋
常
陸
屋
徳
兵
衛
方
ニ
而
壱
枚
を
五
分
ツ
ゝ
ニ
（
マ
マ
）内
ゝ
ニ
而
数
多
売
捌
候
よ
し
、

同
三
日
右
徳
兵
衛
御
呼
出
し
御
吟
味
ニ
な
る
よ
し
、
六
月
廿
三
日
御
咎
こ
ふ
む

る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浅
草
聖
天
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

家
持　
　

徳
兵
衛

其
方
儀
、
一
枚
絵
板
行
は
前
々
ゟ
之
町
触
相
背
、
三
芝
居
地
所
馬
道
之
方
へ
被

下
候
処
、
猿
若
町
狂
言
座
勘
三
郎
ゟ
願
出
候
旨
同
人
ゟ
及
承
褒
合
、
浅
草
聖
天

町
伊
兵
衛
店
常
太
郎
義
暮
方
難
義
に
付
、
右
場
所
絵
図
面
を
出
板
可
致
と
推
量

を
以
同
人
ニ
為
致
画
工
、
景
色
を
添
彩
色
を
加
へ
彫
刻
い
た
し
摺
立
候
上
、
鈴

木
町
名
主
源
七
へ
売
出
方
問
合
候
処
、
可
然
と
は
難
申
差
留
、
常
太
郎
も
不
便

ニ
付
、
百
三
十
枚
買
取
可
遣
旨
申
、
其
上
右
懸
り
名
主
堺
町
五
郎
兵
衛
外
三
人

之
も
の
と
も
方
へ
文
通
認
貰
持
参
り
候
処
、
五
郎
兵
衛
ハ
未
タ
治
定
も
不
致
義

ゆ
へ
可
相
止
旨
申
候
へ
共
、
摺
立
い
た
し
候
分
一
枚
に
付
五
分
ツ
ツ
ニ
売
渡
、

剰
吟
味
之
節
、
宣
申
陳
罷
在
候
始
末
不
埒
ニ
付
、
手
鎖
申
付
之

　

浅
草
聖
天
町

　

伊
兵
衛
店　

常
太
郎

下
谷
坂
本
町
三
丁
目

　

忠
兵
衛
店　

伊
八

同
所
山
崎
町
壱
町
目

　

佐
助
店　

次
郎
吉

其
方
共
之
内
、
常
太
郎
は
画
工
い
た
し
、
褒
合
浅
草
聖
天
町
家
持
徳
兵
衛
ゟ
三

芝
居
替
地
を
絵
図
面
ニ
仕
立
売
払
候
ハ
ゝ
徳
用
可
有
之
旨
申
候
迚
、
板
行
様
は

前
々
ゟ
之
町
触
相
背
、
景
色
を
添
相
認
、
伊
八
義
は
彫
刻
、
次
郎
吉
は
摺
立
等

い
た
し
、
銘
々
手
間
賃
受
取
候
段
不
埒
ニ
付
、
過
料
三
貫
文
申
付
之

　

鈴
木
町
名
主
源
七

其
方
義
、
知
人
浅
草
聖
天
町
家
持
徳
兵
衛
持
来
候
三
芝
居
替
地
之
絵
図
面
ハ
、

町
触
相
背
彫
刻
い
た
し
、
知
人
同
町
伊
兵
衛
（
店
脱
カ
）
常
太
郎
暮
方
取
続
之
た

め
摺
立
候
旨
ニ
而
、
徳
兵
衛
推
量
を
以
仕
立
売
捌
方
問
合
候
ニ
付
、
可
然
と
は

難
申
旨
相
答
、
左
候
ヘ
ハ
常
太
郎
も
不
便
ニ
候
迚
百
三
（
十
脱
カ
）
枚
買
取
遣
、

其
上
右
懸
り
名
主
堺
町
五
郎
兵
衛
外
三
人
方
へ
文
通
認
遣
候
処
、
右
五
郎
兵
衛

ゟ
差
留
候
へ
共
、
不
相
用
売
捌
候
仕
義
ニ
相
成
候
段
、
改
懸
之
詮
無
之
、
右
始

末
不
埒
ニ
付
、
過
料
五
貫
文
申
付
之

　　

史
料
中
、
芝
居
替
地
に
つ
い
て
、
内
容
は
不
確
か
な
が
ら
中
村
座
座
元
の
勘
三
郎

が
何
か
し
ら
願
い
出
た
と
あ
り
、
移
転
に
関
す
る
動
向
を
補
足
し
て
お
く
と
、
四

月
二
八
日
に
は
、「
芝
居
替
地
」
の
名
称
が
「
猿
若
町
」
と
な
り
、
堺
町
は
一
丁
目
、

葺
屋
町
が
二
丁
目
、
木
挽
町
は
後
日
移
転
の
う
え
三
丁
目
と
す
る
申
渡
が
な
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
地
割
に
関
係
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

読
み
に
く
い
箇
所
も
あ
る
が
、
概
要
は
、
時
事
出
版
が
禁
じ
ら
れ
て
い
る
中
、
芝

居
替
地
に
つ
い
て
勘
三
郎
よ
り
聞
き
つ
け
た
徳
兵
衛
が
、
そ
の
絵
図
を
知
人
で
生
活

に
困
っ
て
い
た
常
太
郎
に
描
か
せ
た
。
彫
り
、
摺
り
も
終
え
て
鈴
木
町
名
主
の
源
七

に
販
売
で
き
る
か
尋
ね
る
と
、
源
七
は
、
販
売
に
難
色
を
示
し
つ
つ
も
常
太
郎
を
不

憫
が
り
、
一
三
〇
枚
を
買
取
っ
た
。
そ
の
上
で
掛
り
名
主
の
大
塚
五
郎
兵
衛
に
伺
い

を
出
し
た
と
こ
ろ
、（
地
割
の
件
は
）
未
定
の
た
め
販
売
差
止
め
と
さ
れ
た
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
、徳
兵
衛
は
一
枚
を
五
分
で
私
的
に
売
り
捌
い
た
た
め
手
鎖
に
処
さ
れ
、

下
絵
、
彫
、
摺
を
そ
れ
ぞ
れ
担
当
し
た
常
太
郎
、
伊
八
、
次
郎
吉
に
は
三
貫
文
の
過

料
が
科
さ
れ
た
。
源
七
に
は
、
絵
草
紙
改
掛
の
責
務
を
果
た
さ
な
か
っ
た
と
し
て
五

貫
文
の
過
料
が
科
さ
れ
て
い
る
。

　

二
月
の
読
売
に
近
い
事
例
と
異
な
り
、こ
こ
で
は
、座
元
と
話
を
す
る
間
柄
に
あ
っ

た
徳
兵
衛
が
、
風
評
で
は
な
く
当
事
者
か
ら
の
情
報
を
も
と
に
「
三
芝
居
替
地
を
絵
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図
面
ニ
仕
立
売
払
候
ハ
ゝ
徳
用
可
有
之
」
つ
ま
り
芝
居
町
の
絵
図
が
売
れ
る
と
考
え

て
、
刊
行
を
図
っ
た
点
が
注
目
さ
れ
る
。

　

徳
兵
衛
が
絵
図
の
販
売
を
諮
っ
た
鈴
木
町
名
主
源
七
と
は
、
和
田
源
七
の
こ
と
で

出
版
物
の
改
掛
で
あ
る
立
場
を
暗
に
利
用
し
、
自
家
商
品
の
仙
女
香
の
宣
伝
を
、
錦

絵
や
版
本
挿
絵
に
頻
繁
に
登
場
さ
せ
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
）
25
（

。
文
化
四
年

（
一
八
〇
七
）
か
ら
改
掛
を
務
め
、
古
参
の
地
位
に
あ
っ
た
源
七
は
強
い
発
言
権
を

持
っ
て
い
た
が
、「
藤
岡
屋
日
記
）
26
（

」
に
は
天
保
一
三
年
一
〇
月
一
〇
日
の
記
事
と
し

て
、「
鈴
木
町
名
主
和
田
源
七
、
私
に
庇
（
マ
マ
）を
取
ら
せ
候
ニ
付
、
糺
之
上
押
込
、
相
済

候
て
隠
居
致
し
候
、
勤
役
五
十
四
之
年
、
年
ハ
七
十
余
歳
也
」
と
あ
り
長
年
に
亘
る

汚
職
の
た
め
か
罷
免
さ
れ
て
い
る
。
本
件
に
お
い
て
源
七
は
、
常
太
郎
が
不
憫
だ
と

し
て
一
三
〇
枚
の
絵
を
買
上
げ
て
い
る
が
、
日
常
的
に
版
元
が
売
り
出
し
た
い
と
思

う
絵
を
検
閲
す
る
立
場
に
あ
っ
て
、
こ
の
絵
図
に
商
品
価
値
を
見
出
し
、
買
い
上
げ

た
あ
と
に
五
郎
兵
衛
に
口
利
き
を
頼
ん
だ
と
い
う
の
が
実
情
で
は
な
か
ろ
う
か
。
残

念
な
が
ら
件
の
絵
は
確
認
で
き
て
お
ら
ず
、
天
保
一
三
年
当
時
、
一
〇
篇
摺
の
錦
絵

一
枚
の
相
場
が
二
四
文
程
度
で
あ
っ
た
）
27
（

こ
と
を
考
え
る
と
、
私
的
な
売
価
で
も
五
分

と
い
う
値
段
は
法
外
な
設
定
で
、
書
き
間
違
い
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
売
行
き
に
対

す
る
徳
兵
衛
の
見
込
み
は
妥
当
だ
っ
た
と
い
え
る
。

　

市
中
の
関
心
を
集
め
な
が
ら
、
焼
け
残
っ
た
河
原
崎
座
を
市
中
に
残
し
て
移
転
作

業
は
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
た
。
周
囲
に
堀
を
め
ぐ
ら
せ
一
囲
い
に
さ
れ
た
猿
若
町

は
、
狂
言
座
や
操
座
の
面
し
た
広
道
が
南
北
に
貫
き
、
西
新
道
と
東
新
道
が
並
走
す

る
と
い
う
も
の
で
、
新
道
は
そ
れ
ぞ
れ
楽
屋
新
道
、
役
者
新
道
と
通
称
さ
れ
た
。
芸

能
関
係
者
は
六
月
よ
り
実
際
に
引
き
移
り
、
九
月
二
二
日
に
は
市
村
座
が
移
転
後
最

初
の
興
行
初
日
を
迎
え
る
と
、
よ
う
や
く
絵
図
を
売
り
出
せ
る
と
版
元
も
期
待
し
た

の
で
あ
ろ
う
。
八
月
二
一
日
に
は
溪
斎
英
泉
の
錦
絵
「
猿
若
町
芝
居
之
略
図
」【
図

5
】
出
版
を
め
ぐ
り
、
次
の
よ
う
な
伺
い
が
町
年
寄
の
館
市
右
衛
門
か
ら
市
中
取
締

掛
へ
出
さ
れ
て
い
る
。

【
史
料
）
28
（

2
】

　
「
猿
若
町
絵
図
売
弘
願
之
儀
奉
伺
候
書
付
」

　
　
　
　
　

浅
草
寺
地
中

　
　
　
　
　
　

善
龍
院
地
借

　
　
　
　
　
　
　
　

吉
兵
衛
店

　
　
　
　
　
　
　

願
人　

五
郎
右
衛
門

一
猿
若
町
芝
居
之
略
図
壱
枚

　

外
ニ
右
場
所
茶
屋
商
人
役
者
共
筋
引
ニ
致
名
前
相
記
町
割
絵
図
下
書
壱
枚

右
両
絵
図
売
買
仕
度
相
願
候
旨
猿
若
町
名
主
五
郎
兵
衛
伺
出
、
尤
願
人
五
郎
右

衛
門
儀
芝
居
懸
り
之
者
ニ
有
之
、
右
町
狂
言
座
操
座
其
外
於
町
内
差
障
無
御
座

候
旨
申
立
候
、
右
依
之
一
覧
仕
候
處
、
略
図
之
儀
は
芝
居
景
気
并
近
辺
風
景
を

顕
し
候
絵
組
ニ
而
且
色
取
も
至
而
手
軽
ニ
付
、
子
細
御
座
有
間
敷
品
ニ
奉
存
候

得
共
、
先
達
而
右
猿
若
町
地
渡
以
前
、
絵
図
仕
立
売
買
仕
候
も
の
御
吟
味
相
成

候
儀
も
御
座
候
ニ
付
、
如
何
可
申
渡
候
哉
、
且
又
町
割
絵
図
之
方
は
役
者
と
も

名
前
相
交
り
候
模
様
ニ
而
番
附
の
類
と
は
差
別
有
之
、
先
は
無
用
之
方
ニ
可
有

御
座
候
哉
、
即
差
出
候
絵
図
弐
枚
相
添
此
段
奉
伺
候
、
以
上

　

寅
八
月　

　

願
人
の
五
郎
右
衛
門
は
芝
居
関
係
者
で
、
絵
図
の
出
版
に
つ
い
て
関
係
者
の
内
諾

が
取
れ
て
い
る
と
し
て
「
猿
若
町
芝
居
之
略
図
」
と
、
役
者
や
茶
屋
名
を
入
れ
た
絵

図
の
二
点
の
出
版
を
願
い
出
た
。
徳
兵
衛
の
際
に
は
出
版
を
差
し
止
め
た
五
郎
兵
衛

が
、
町
年
寄
に
伺
を
立
て
て
お
り
、
町
年
寄
は
「
猿
若
町
芝
居
之
略
図
」
は
芝
居
町

や
近
辺
の
景
色
を
描
き
、
色
数
も
少
な
い
こ
と
か
ら
大
き
な
問
題
に
は
な
る
ま
い
と

し
つ
つ
も
、
猿
若
町
の
引
き
渡
し
前
に
絵
図
を
売
買
し
て
問
題
と
な
っ
た
事
例
が
あ

る
た
め
、
市
中
取
締
掛
に
伺
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
は
先
述
の
二
例
も
含
ま
れ
て

い
る
だ
ろ
う
。
こ
の
伺
い
に
対
し
市
中
取
締
掛
は
、
伺
い
に
出
さ
れ
た
「
猿
若
町
芝
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図5　「猿若町芝居之略図」（早稲田大学演劇博物館蔵 118-0209）

居
之
略
図
」
と
町
割
絵
図
下
書
の
う
ち
、
前
者
の
み
の
出
版
を
許
可
し
、
後
者
は
役

者
名
の
記
載
を
理
由
に
差
止
め
と
返
答
し
て
い
る
。
こ
の
絵
の
評
判
に
つ
い
て
、
す

で
に
岩
切
友
里
子
氏
が
指
摘
し
て
い
る
が
、
天
保
一
三
年
九
月
二
三
日
付
で
曲
亭
馬

琴
が
友
人
の
殿
村
篠
斎
（
伊
勢
松
坂
の
木
綿
問
屋
で
国
文
学
者
）
に
あ
て
た
書
簡
に

記
述
が
あ
る
）
29
（

。

【
史
料
）
30
（

3
】

さ
る
若
町
の
茶
屋
と
、
下
丁
成
絵
半
切
屋
と
合
刻
に
て
、
猿
若
町
両
芝
居
之
図

を
英
泉
に
画
せ
、四
五
日
以
前
ニ
売
り
出
し
候
。
是
ハ
江
戸
絵
図
の
如
く
ニ
致
、

両
芝
居
を
大
く
見
せ
て
、
隅
田
川
・
吉
原
日
本
堤
・
田
丁
・
待
乳
山
・
浅
草
観

音
抔
を
遠
景
ニ
見
せ
て
、
人
物
ハ
無
之
候
。
此
錦
絵
ハ
、
館
役
所
江
改
ニ
出
し

候
所
、
出
版
御
免
ニ
て
売
出
し
候

　　

こ
こ
で
馬
琴
は
、
芝
居
茶
屋
と
「
下
丁
」
と
い
う
絵
半
切
屋
が
英
泉
に
「
猿
若
町

両
芝
居
之
図
」
を
描
か
せ
た
と
し
て
い
る
。「
猿
若
町
芝
居
之
略
図
」
の
版
元
に
は
、

中
野
屋
五
郎
右
衛
門
、
三
河
屋
善
治
郎
、
文
花
堂
庄
三
郎
の
三
名
が
名
を
連
ね
て

い
る
が
、
こ
の
う
ち
中
野
屋
五
郎
右
衛
門
は
先
の
伺
書
に
あ
る
「
芝
居
懸
り
之
者
」

で
、
正
確
に
は
世
話
役
と
い
う
市
村
座
内
部
の
職
分
を
務
め
て
い
た
。
詳
し
く
は
後

述
す
る
が
世
話
役
の
中
に
は
茶
屋
を
兼
任
し
た
者
も
い
た
た
め
、
茶
屋
と
い
う
の
は

馬
琴
の
混
同
で
あ
ろ
う
。
次
の
三
河
屋
善
治
郎
に
一
致
す
る
茶
屋
は
な
く
、
英
泉
の

俗
称
「
善
治
郎
」
を
も
じ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
三
人
目
の
文
花
堂
庄
三
郎

は
、
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
刊
の
『
江
戸
買
物
独
案
内
』
に
「
摺
物
問
屋　

千
代

紙
品
　々

絵
半
切
」を
扱
う「
日
本
橋
瀬
戸
物
町　

文
花
堂　

塩
屋
庄
三
郎
」と
あ
り
、

馬
琴
の
い
う
絵
半
切
屋
で
あ
る
。
三
河
屋
善
治
郎
の
正
体
や
文
花
堂
の
呼
称
が
「
下

丁
」
で
良
い
の
か
と
い
う
疑
問
は
残
る
が
、
伺
い
に
出
さ
れ
た
時
期
や
絵
師
、
画
題

な
ど
か
ら
「
猿
若
町
芝
居
之
略
図
」
に
関
す
る
記
述
と
見
て
良
い
だ
ろ
う
。
書
簡
よ

り
、
市
村
座
の
初
日
直
前
に
あ
た
る
九
月
一
八
日
頃
に
売
り
出
さ
れ
た
と
わ
か
る
の
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で
、
興
行
再
開
の
宣
伝
と
し
て
は
成
功
し
た
よ
う
だ
。

　

鈴
木
俊
幸
氏
）
31
（

や
浅
野
秀
剛
氏
）
32
（

が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
大
手
の
絵
草
紙
屋
や
地
本
問

屋
は
絵
半
切
も
扱
っ
て
い
た
。
文
花
堂
に
つ
い
て
、
馬
琴
や
『
江
戸
買
物
独
案
内
』

の
記
述
に
従
え
ば
、
錦
絵
よ
り
も
摺
物
や
絵
半
切
が
主
力
商
品
と
な
る
た
め
、
こ
の

場
合
は
逆
だ
が
、
下
絵
が
あ
れ
ば
摺
物
問
屋
が
錦
絵
を
出
す
こ
と
も
可
能
だ
っ
た
と

い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。「
猿
若
町
芝
居
之
略
図
」
は
現
在
も
多
数
の
機
関
で
所
蔵

さ
れ
て
い
る
が
、
大
き
さ
は
三
四
〜
五
×
四
六
〜
七
㎝
程
度
）
33
（

で
、
錦
絵
に
多
い
大
奉

書
（
七
八
×
五
三
㎝
）
よ
り
も
中
奉
書
（
三
六
×
五
〇
㎝
）
に
近
い
。
浅
野
氏
は
、

絵
半
切
は
中
奉
書
や
小
奉
書
を
横
半
分
に
切
っ
た
も
の
に
多
い
こ
と
を
指
摘
し
て
お

り
、
紙
の
支
給
と
い
う
点
に
も
、
絵
半
切
を
多
く
扱
う
文
花
堂
か
ら
出
さ
れ
た
特
徴

が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
も
れ
な
く
縦
横
に
折
り
跡
が
あ
る
こ
と
、
所
蔵
先
に
よ
っ
て

は
「
花
櫓
新
故
一
覧
」
と
題
し
、
版
元
三
名
の
名
入
の
袋
も
一
緒
に
収
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
）
34
（

、
袋
入
り
で
売
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

そ
の
価
格
に
つ
い
て
馬
琴
は
「
此
度
出
板
の
両
芝
居
の
錦
絵
ハ
高
料
ニ
て
、
壱
枚

四
分
ニ
候
」
と
記
し
て
お
り
、大
判
錦
絵
よ
り
も
大
き
く
専
用
の
袋
入
り
と
は
い
え
、

出
版
許
可
理
由
に
「
色
取
も
至
而
手
軽
」
と
あ
る
よ
う
に
、
色
数
も
少
な
い
一
枚
摺

が
四
分
と
い
う
高
値
で
販
売
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
は
、
猿
若
町
絵
図
に
対
す
る
高

い
需
要
が
窺
え
る
。
ま
た
、
先
述
の
徳
兵
衛
の
一
件
に
お
い
て
、
私
的
な
売
買
と
は

い
え
錦
絵
一
枚
に
五
分
の
高
値
が
つ
い
た
こ
と
を
頭
ご
な
し
に
は
否
定
し
が
た
い
。

　

本
件
で
出
版
許
可
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
町
割
絵
図
は
未
刊
の
た
め
、
構
図
を
知
る

こ
と
は
で
き
な
い
が
、「
猿
若
町
芝
居
之
略
図
」
と
一
緒
に
伺
に
出
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
作
者
は
英
泉
で
、「
茶
屋
商
人
役
者
共
筋
引
ニ
致
名
前
相
記
町
割
絵
図
」
と

い
う
表
記
か
ら
「
呼
子
鳥
」
に
近
い
構
図
が
想
定
さ
れ
る
。

　

そ
し
て
、
弘
化
三
年
正
月
に
は
、
冒
頭
で
も
紹
介
し
た
「
呼
子
鳥
」
が
「
春
色
台

蔵
板
禁
売
」
と
し
て
出
さ
れ
る
。
隠
密
廻
の
報
告
に
も
、
弘
化
三
年
春
こ
ろ
よ
り
、

役
者
名
の
な
い
似
顔
絵
の
出
版
が
徐
々
に
復
活
し
、
秋
に
は
盛
ん
に
な
っ
た
）
35
（

と
あ

り
、
時
期
を
見
定
め
た
上
で
私
家
版
と
偽
っ
た
も
の
と
想
像
で
き
る
。

「
呼
子
鳥
」
は
私
家
版
を
称
し
て
い
る
の
で
、
版
元
に
て
修
正
す
る
旨
の
断
り
書
き

は
な
い
も
の
の
、
前
節
に
て
見
た
芝
居
細
見
と
同
様
の
見
取
図
で
、
周
囲
に
は
一
一

首
の
狂
歌
が
散
ら
さ
れ
て
い
る
。
南
北
に
走
る
広
道
と
東
西
両
側
の
新
道
に
沿
っ
て

茶
屋
や
役
者
の
家
が
並
ん
で
お
り
、
各
戸
の
役
者
宅
は
赤
、
そ
の
他
の
芝
居
茶
屋
や

商
店
は
黄
の
地
色
で
分
け
ら
れ
、
各
櫓
に
は
【
図
6
】
の
よ
う
に
茶
屋
の
区
分
を
示

す
合
印
と
軒
数
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
表
記
は
「
○
櫓
付
料
理
茶
屋
、

同
両
芝

居
）
36
（

、
□
同
、
△
同
」
と
な
っ
て
お
り
規
模
や
格
の
違
い
を
示
す
。
複
数
の
絵
図
に
て

名
称
が
一
貫
し
て
い
る
櫓
付
料
理
茶
屋
（
大
茶
屋
）
と
両
芝
居
茶
屋
に
対
し
、
□
と

△
は
異
同
が
あ
る
た
め
、
本
稿
で
は
便
宜
上
□
を
小
茶
屋
、
△
を
水
茶
屋
と
し
て
取

り
扱
う
。「
呼
子
鳥
」
版
行
の
影
響
は
冒
頭
に
て
紹
介
し
た
通
り
で
）
37
（

、
こ
の
一
件
に

て
役
者
名
の
表
記
が
看
過
さ
れ
た
こ
と
は
、
版
元
た
ち
の
緊
張
を
緩
め
、
翌
年
以
降
、

断
続
的
な
が
ら
追
随
作
品
を
登
場
さ
せ
た
。

　

弘
化
四
年
正
月
に
は
、【
図
7
】「
校
正
猿
若
三
町
之
全
図
）
38
（

」
と
い
う
大
判
三
枚
続

き
の
錦
絵
が
出
さ
れ
る
。
画
題
に
「
校
正
」
と
あ
る
通
り
、「
呼
子
鳥
」
を
踏
ま
え

た
出
版
で
、「
呼
子
鳥
」
の
一
件
で
も
処
罰
さ
れ
た
花
笠
文
京
が
詞
書
を
寄
せ
て
い

図6　図1 の部分拡大
　櫓ごとに茶屋の軒数が記される
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図7 　「校正猿若三町之全図」（国立劇場蔵 0009993-0009995）

る
。
そ
こ
に
は
「
友
人　

三
町
の
図
を
造
り
重
刻
せ
ら
れ
人
の
為
に
利
を
亦
得
ら
れ

た
り　

引
き
と
む
る
恋こ
こ
ろゆ
る
み
て
又
外
に　

人
ま
ね
さ
れ
む
猿
若
の
絵
図
」と
あ
り
、

友
人
す
な
わ
ち
英
泉
の
描
い
た
呼
子
鳥
が
重
刻
さ
れ
る
ほ
ど
の
人
気
を
誇
っ
た
こ
と

を
詠
み
込
ん
で
い
る
。
作
者
の
文
京
は
前
節
で
触
れ
た
『
三
芝
居
役
者
細
見
』
の
作

者
五
柳
亭
徳
升
と
同
様
、
七
代
目
団
十
郎
や
三
代
目
菊
五
郎
の
代
作
者
を
務
め
る
な

ど
役
者
た
ち
と
は
懇
意
の
間
柄
に
あ
り
、
そ
の
詞
書
が
絵
図
に
付
加
価
値
を
も
た
ら

し
て
い
る
。
出
版
形
態
に
着
目
す
る
と
、
題
の
隣
に
は
検
閲
印
と
し
て
掛
名
主
・
吉

村
の
単
印
が
あ
り
、
版
元
も
「
日
本
橋
十
軒
店　

文
正
堂
政
七
」
と
明
記
さ
れ
「
校

正
念
入
候
へ
ど
も
万
一
間
違
候
ハ
ゞ
早
速
相
直
し
可
申
候
」
と
い
う
、
か
つ
て
の
芝

居
細
見
に
見
ら
れ
た
こ
と
わ
り
の
文
言
が
付
さ
れ
て
い
る
。

　

絵
図
の
体
裁
は
「
呼
子
鳥
」
を
踏
襲
し
つ
つ
も
、
南
北
の
向
き
は
逆
で
、
各
戸
の

色
分
け
は
芸
能
関
係
を
赤
、
茶
屋
を
黄
、
そ
の
他
を
青
と
い
う
三
色
に
分
け
て
お
り
、

新
し
く
図
面
を
起
こ
し
た
と
わ
か
る
。「
呼
子
鳥
」
を
は
じ
め
、
他
の
絵
図
で
も
櫓

ご
と
に
茶
屋
の
軒
数
は
記
さ
れ
て
い
る
が
、【
図
8
】
の
よ
う
な
座
ご
と
の
「
世
話
役
」

表
記
は
こ
の
図
の
み
で
、
中
村
座
は
鐘
右
衛
門
と
栄
助
、
市
村
座
は
五
郎
右
衛
門
と

図8　図7 の部分拡大
軒数に加え，世話役まで記されている
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利
兵
衛
、
河
原
崎
座
は
半
次
と
金
七
、
と
そ
れ
ぞ
れ
の
櫓
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

市
村
座
の
五
郎
右
衛
門
は
先
出
の
【
図
5
】「
猿
若
町
芝
居
之
略
図
」
の
版
元
中

野
屋
五
郎
右
衛
門
で
あ
ろ
う
。
こ
の
世
話
役
と
は
劇
場
経
営
に
従
事
す
る
表
方
の
職

分
で
、
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
よ
り
札
場
手
代
の
中
に
設
け
ら
れ
、
支
配
人
（
帳

元
）
に
次
ぐ
職
分
と
し
て
役
人
の
対
応
係
を
務
め
た
。
支
配
人
に
該
当
す
る
者
が
い

な
い
時
に
は
、
世
話
役
が
芝
居
全
体
の
取
締
役
と
し
て
差
配
す
る
こ
と
も
あ
り
）
39
（

、
品

行
方
正
で
清
廉
潔
白
な
人
柄
が
求
め
ら
れ
た
）
40
（

。
寛
政
一
二
年
（
一
八
〇
〇
）
成
立
と

さ
れ
る
「
芝
居
乗
合
話
）
41
（

」
に
は
、
帳
元
を
最
高
責
任
者
と
す
る
仕
切
場
（
札
場
と
も

い
う
）
を
構
成
す
る
「
口
」
の
ひ
と
つ
桟
敷
番
に
つ
い
て
も
同
様
の
記
述
が
見
ら
れ
、

弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
成
立
と
さ
れ
る
「
賀
久
屋
寿
々
免
）
42
（

」
で
は
、
世
話
役
に
つ

い
て
東
西
桟
敷
番
の
う
ち
二
人
が
勤
め
、
町
奉
行
役
人
の
見
分
時
に
立
ち
会
う
重
役

と
記
し
て
い
る
。

　

世
話
役
の
よ
う
な
芝
居
関
係
者
の
資
料
は
少
な
い
た
め
、
著
者
不
明
な
が
ら
劇
場

内
部
の
者
が
書
き
留
め
た
と
さ
れ
る
「
中
村
座
天
保
日
記
）
43
（

」
と
「
中
村
座
日
記
）
44
（

」
よ

り
、
弘
化
四
年
の
絵
図
に
記
さ
れ
た
世
話
役
た
ち
の
経
歴
を
補
足
す
る
と
、
市
村
座

の
世
話
役
五
郎
右
衛
門
は
、
安
政
五
年
に
は
世
話
役
を
務
め
る
ば
か
り
で
な
く
、
太

夫
元
後
見
の
善
兵
衛
と
と
も
に
大
札
と
い
う
勘
定
方
を
兼
任
し
て
い
る
。

　

同
じ
く
中
村
座
の
世
話
役
鐘
右
衛
門
も
、堺
町
時
代
以
来
の
芝
居
茶
屋
「
岩
附
屋
」

に
そ
の
名
が
見
ら
れ
る
。
劇
書
で
確
認
で
き
る
だ
け
で
も
、
寛
政
一
一
年
よ
り
先
代

と
思
し
き
「
岩
附
屋
藤
次
郎
」
と
い
う
表
記
が
見
ら
れ
）
45
（

、文
政
九
年
よ
り
水
茶
屋
「
岩

附
屋
鐘
右
衛
門
）
46
（

」、
嘉
永
五
年
か
ら
は
大
茶
屋
と
し
て
明
治
ま
で
確
認
で
き
る
。
翌

六
年
に
は
茶
屋
惣
代
、
世
話
役
お
よ
び
大
札
を
務
め
る
な
ど
中
村
座
の
運
営
に
深
く

関
わ
る
鐘
右
衛
門
は
、
芝
居
以
外
の
興
行
に
も
積
極
的
で
、
天
保
一
四
年
閏
九
月
に

は
、
猿
若
町
一
丁
目
に
あ
る
鐘
右
衛
門
宅
に
て
講
談
の
席
を
設
け
る
べ
く
、「
芝
居

興
行
相
休
候
砌
り
、
心
学
講
談
軍
事
講
釈
町
内
懇
意
の
者
共
斗
打
寄
セ
相
催
申
度
」

と
願
い
出
て
い
る
）
47
（

。

　

こ
こ
で
紹
介
し
た
市
村
、
中
村
両
座
の
世
話
役
に
よ
る
振
興
策
―
五
郎
右
衛
門

の
「
猿
若
町
芝
居
之
略
図
」
出
版
、
鐘
右
衛
門
の
寄
席
新
設
申
出
―
か
ら
は
、
猿

若
町
で
の
経
営
に
対
す
る
芝
居
関
係
者
の
不
安
が
読
み
取
れ
る
。
藤
田
氏
や
市
川
氏

が
記
す
よ
う
に
、
江
戸
の
中
心
か
ら
外
れ
へ
の
芝
居
町
移
転
が
関
係
者
に
与
え
た
衝

撃
は
大
き
く
、
移
転
反
対
を
訴
え
駕
籠
訴
に
出
る
も
の
も
い
た
）
48
（

。
移
転
や
長
期
休
業

の
後
に
、
従
来
の
集
客
を
見
込
め
る
か
と
い
う
不
安
は
現
代
の
興
行
関
係
者
に
も
通

じ
る
こ
と
だ
が
、
集
客
策
を
提
示
し
た
の
は
、
実
質
的
な
運
営
方
で
あ
る
札
場
手
代

の
世
話
役
で
あ
っ
た
。

　

吉
田
氏
に
よ
る
と
、
猿
若
町
移
転
に
際
し
て
出
さ
れ
た
手
当
金
の
配
当
は
狂
言
座

内
の
階
層
を
反
映
し
た
と
い
い
、
座
元
、
役
者
、
札
場
手
代
、
出
方
の
者
へ
の
配
当

を
筆
者
が
ま
と
め
た
【
表
1
】
で
も
、
役
者
や
座
元
が
得
た
莫
大
な
配
当
金
に
比
し

て
、
札
場
手
代
は
二
両
あ
ま
り
、
出
方
の
者
に
い
た
っ
て
は
一
両
と
い
う
少
額
と

な
っ
て
い
る
。
札
場
手
代
と
出
方
の
者
の
区
分
は
難
し
く
、
三
座
の
世
話
役
が
連
名

で
奉
行
所
に
あ
て
た
文
書
）
49
（

に
は
「
私
共
之
内
鐘
右
衛
門
栄
助
儀
は
狂
言
座
勘
三
郎
芝

居
出
方
ニ
而
、
世
話
役
兼
両
御
組
御
廻
り
御
役
人
中
様
并
各
方
内
密
御
用
相
勤
来
候

處
」と
あ
り
、
中
村
座
の
出
方
で
あ
る
鐘
右
衛
門
と
栄
助
が
世
話
役
を
兼
ね
て
い
る
。

「
芝
居
乗
合
話
」
に
は
、
表
方
に
は
頭
を
除
い
て
基
本
給
が
な
く
、
席
料
の
上
前
お

よ
び
客
か
ら
の
心
付
け
が
収
入
源
だ
っ
た
と
あ
り
、
日
用
層
に
近
い
出
方
の
者
を
は

じ
め
）
50
（

、
世
話
役
の
下
に
は
集
客
が
生
活
に
直
接
影
響
す
る
者
た
ち
も
多
く
、
芝
居
の

上
演
内
容
以
外
に
も
策
を
練
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
う
し
た

事
情
も
踏
ま
え
て
み
る
と
、
茶
屋
と
役
者
住
居
が
一
緒
に
な
っ
た
絵
図
は
、
興
行
関

係
者
に
と
っ
て
は
町
の
宣
伝
と
し
て
、
版
元
に
と
っ
て
は
売
れ
行
き
が
見
込
め
る
良

品
で
、
興
行
初
日
間
近
に
売
出
せ
た
の
も
両
者
の
連
携
あ
っ
て
の
も
の
と
い
え
る
。

　

も
う
一
つ
の
振
興
策
、
鐘
右
衛
門
に
よ
る
寄
席
新
設
の
申
出
は
、
猿
若
町
移
転
か

ら
一
年
以
上
経
っ
て
お
り
、
立
地
が
客
足
へ
及
ぼ
す
影
響
が
明
ら
か
に
な
っ
た
時
期

で
も
あ
っ
た
。
市
中
か
ら
遠
く
興
行
時
間
を
限
定
さ
れ
な
が
ら
も
、
遠
方
か
ら
の
客

が
茶
屋
に
止
宿
し
て
見
物
に
来
る
ほ
ど
盛
況
だ
っ
た
芝
居
に
対
し
）
51
（

、
移
転
前
よ
り
市

中
の
寄
席
に
客
を
取
ら
れ
て
い
た
操
座
は
、
移
転
後
さ
ら
な
る
不
振
に
陥
り
、
上
演
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も
子
供
芝
居
や
素
浄
瑠
璃
ば
か
り
で
、
六
月
に
は
仕
事
の
な
い
人
形
遣
い
た
ち
が
水

戸
へ
旅
興
行
に
出
る
ほ
ど
だ
っ
た
）
52
（

。
芝
居
以
外
に
集
客
を
見
込
め
る
も
の
を
求
め
て

の
寄
席
新
設
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
時
点
で
は
棄
却
さ
れ
た
寄
席
だ
が
、
弘
化
元

年
（
一
八
四
四
）
の
軒
数
制
限
撤
廃
後
に
は
開
設
さ
れ
た
よ
う
で
、
絵
図
上
で
も
、

弘
化
三
年
よ
り
「
講
釈
場　

大
よ
し
」
あ
る
い
は
「
よ
せ　

大
よ
し
」
な
ど
と
し
て

一
丁
目
山
の
宿
側
に
確
認
で
き
る
。

　

絵
図
の
変
遷
に
戻
る
と
、「
守
貞

稿　

巻
二
十
四
）
53
（

」
に
は
版
行
で
は
な
く
、「
弘

化
四
未
年
猿
若
町
一
廓
ノ
図
」
と
題
さ
れ
た
見
取
図
【
図
9
】
が
筆
写
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
図
と
、
弘
化
三
年
の
【
図
1
】「
呼
子
鳥
」、
弘
化
四
年
の
【
図
7
】「
校
正
猿

若
三
町
之
全
図
」
の
三
点
を
照
合
し
た
と
こ
ろ
、
記
さ
れ
た
内
容
は
あ
ら
か
た
「
呼

子
鳥
」
と
「
校
正
猿
若
三
町
之
全
図
」
に
同
じ
だ
が
、
茶
屋
の
名
や
配
置
、
軒
数
が

配当先 配当金 員数 一人当たりの配当

狂言座　勘三郎 400 両 1 人 400 両

狂言座　羽左衛門 400 両 1 人 400 両

大茶屋と唱候芝居附料理茶屋両町に而 460 両 23 軒 20 両

十六軒と唱候水茶屋之分（両芝居茶屋） 168 両 14 軒 12 両

十五軒と唱候水茶屋之分　十七軒と唱候水茶屋之分 224 両 28 軒 8 両

廿八軒と唱候水茶屋之分　廿一軒と唱候水茶屋之分 175 両 35 軒 5 両

五百両極之役者 126 両 7 人 18 両

五百両以下之役者 104 両 8 人 13 両

同相中之役者 135 両 63 人 5 両

中通下立役 84 両 42 人 2 両

作者 47 両 2 分 19 人 2 両 2 分

札場手代 93 両 36 人 2 両 2 分 5 匁 3 分 8 厘 9 毛

両町出方 319 両 319 人 1 両

表1　天保13年移転時の手当金の配当
「三升屋二三治戯場書留」（国立国会図書館デジタル化資料）をもとに芝居関係のみ抜粋し加筆，整理した

図 9　「守貞謾稿」（国立国会図書館デジタル化資料）
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す
べ
て
合
致
す
る
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
近
い
時
期
に
さ
ら
に
別
の
絵
図
が
存
在
し

た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

次
に
確
認
で
き
る
の
は
、
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
の
「
校
正
新
刻　

三
座
猿
若

細
見
図
）
54
（

」【
図
10
】で
、大
判
三
枚
分
の
大
き
さ
で
あ
る
。
構
図
は「
呼
子
鳥
」に
倣
い
、

各
戸
の
色
分
け
は
弘
化
四
年
版
「
校
正
猿
若
三
町
之
全
図
」
と
同
じ
三
色
と
な
っ
て

い
る
。
絵
図
周
囲
の
風
景
画
は
簡
素
化
さ
れ
、狂
歌
は
二
首
だ
け
に
削
ら
れ
て
い
る
。

版
元
は
太
田
屋
佐
吉
で
、「
相
改
候
へ
共
若
間
違
候
ハ
ゝ
板
元
へ
御
し
ら
せ
可
被
下

　

相
直
し
可
申
候
」
の
こ
と
わ
り
も
あ
り
、
刊
行
年
は
「
庚
戌
三
月
改
」
よ
り
嘉
永

三
年
三
月
と
知
れ
る
が
、
検
閲
印
の
形
態
（「
吉
村
」
の
単
印
）
か
ら
弘
化
四
年
以

前
に
出
さ
れ
た
元
絵
が
別
に
存
在
し
、
そ
れ
を
改
刻
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
残
念
な

が
ら
元
絵
は
未
見
だ
が
、
こ
の
嘉
永
三
年
版
を
改
刻
し
た
同
名
の
絵
図
と
し
て
「
校

正
新
刻　

三
座
猿
若
細
見
図
）
55
（

」【
図
11
】
が
、
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
に
出
さ
れ

て
い
る
。
刊
行
の
時
期
は
「
壬
子
冬
」
と
追
加
さ
れ
て
い
る
が
、
構
図
や
背
景
は
嘉

永
三
年
版
と
変
わ
り
な
い
。
埋
木
で
更
新
さ
れ
て
い
る
が
、
嘉
永
三
年
版
で
表
記
の

な
い
部
分
を
、
嘉
永
五
年
版
で
は
黒
く
潰
し
て
い
る
箇
所
も
見
ら
れ
嘉
永
四
年
版
の

存
在
が
予
想
さ
れ
る
。
未
見
の
弘
化
版
、
嘉
永
三
年
版
、
五
年
版
そ
し
て
未
見
の
四

年
版
の
少
な
く
と
も
計
四
年
分
は
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
出
さ
れ
、
そ
の
う
ち
吉
村
の
単

印
し
か
な
い
嘉
永
版
は
無
届
に
て
出
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　

か
つ
て
の
厳
格
さ
は
な
く
と
も
出
版
統
制
は
続
い
て
お
り
、
嘉
永
二
年
八
月
に

は
、
無
改
や
改
後
に
手
を
加
え
た
錦
絵
の
売
買
に
つ
い
て
「
向
後
不
改
請
出
板
、
或

は
改
済
之
上
手
入
等
い
た
し
候
方
は
、
版
元
ゟ
版
木
摺
溜
共
為
差
出
、
右
を
乍
弁
売

買
い
た
し
候
絵
草
紙
屋
と
も
は
為
過
怠
取
調
中
絵
類
一
式
釣
し
売
不
為
致
儀
）
56
（

」
と
い

う
方
針
も
示
さ
れ
て
い
る
た
め
適
用
さ
れ
て
い
れ
ば
連
作
で
き
ず
、
数
年
に
わ
た
っ

て
検
閲
の
目
を
か
い
く
ぐ
っ
た
と
も
考
え
難
い
。

　

こ
の
問
題
の
参
考
に
な
り
そ
う
な
例
に
絵
草
紙
改
掛
の
管
轄
に
あ
っ
た
猿
若
町
絵

図
で
は
な
く
、
天
文
方
管
轄
下
の
江
戸
絵
図
が
あ
る
。
嘉
永
元
年
七
月
に
「
有
来
候

江
戸
絵
図
ゟ
両
山
微
細
ニ
認
、
且
、
御
役
屋
敷
色
分
・
定
火
消
組
中
合
印
書
載
候
は

新
規
」
に
す
る
な
ど
従
来
の
江
戸
絵
図
に
手
を
加
え
た
「
分
色
要
覧
」
の
出
版
伺
い

が
市
中
取
締
掛
に
出
さ
れ
て
い
る
）
57
（

。
こ
の
伺
い
に
対
し
、
市
中
取
締
掛
は
「
有
来
候

江
戸
絵
図
同
様
之
も
の
」
の
た
め
支
障
な
し
と
し
て
出
版
を
認
め
て
お
り
、
猿
若
町

絵
図
も
同
様
に
対
処
さ
れ
た
可
能
性
は
あ
る
が
、
こ
れ
以
上
は
不
詳
で
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
太
田
屋
佐
吉
版
か
ら
は
芝
居
関
係
者
と
の
関
係
薄
弱
化
が
読
み
取
れ

る
。
絵
図
の
周
り
に
掲
載
さ
れ
た
狂
歌
二
首
の
う
ち
一
首
は
六
朶
園
の
「
呼
子
鳥
」

の
狂
歌
の
再
掲
で
、
も
う
一
首
は
新
た
に
加
え
ら
れ
た
仮
名
屋
京
鶴
の
も
の
だ
が
、

先
例
の
文
京
に
比
し
て
芝
居
と
の
関
わ
り
が
弱
く
、
そ
の
弱
さ
を
六
朶
園
の
狂
歌
で

補
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
前
出
の
絵
図
に
比
べ
関
係
者
の
影
が
薄
れ
て
い
る
が
、
そ

の
関
与
を
前
面
に
出
さ
ず
に
複
数
年
刊
行
さ
れ
た
こ
と
は
、
絵
図
が
商
品
の
一
類
型

と
し
て
定
着
し
た
表
れ
と
も
捉
え
ら
れ
る
。

　　

翌
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
に
は
、「
嘉
永
六
丑
年
正
月
刻
春
秋
改
替
住
名
直
証

　

猿
若
街
細
鑑
）
58
（

」【
図
12
】
が
出
さ
れ
て
い
る
。「
呼
子
鳥
」
以
来
大
判
錦
絵
三
枚
続

き
で
の
出
版
が
多
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
猿
若
町
絵
図
が
、
大
判
よ
り
も
小
さ
い
間
判

一
枚
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
各
戸
も
小
さ
く
な
る
た
め
、
役
者
は
屋
号
・
名
前
と

も
表
記
さ
れ
る
が
茶
屋
は
屋
号
の
み
、
そ
れ
も
彫
り
の
手
間
を
嫌
っ
た
の
か
仮
名
で

の
表
記
が
格
段
に
増
え
る
。
芝
居
関
係
者
は
赤
、
そ
れ
以
外
は
黄
の
二
色
で
色
分
け

さ
れ
て
お
り
、
先
例
は
い
ず
れ
も
「
呼
子
鳥
」
を
模
し
た
の
に
対
し
、
新
し
く
描
き

起
こ
さ
れ
た
構
図
で
、
彫
、
摺
と
も
良
好
な
こ
と
か
ら
「
近
松
門
次
英
壽
筆　

多
意

子
九
弥
蔵
」
な
る
玄
人
の
私
家
版
で
あ
ろ
う
。
検
閲
印
、
版
元
印
は
と
も
に
な
く
、

口
上
「
此
書
此
度
相
正
し
尚
又
去
年
度
々
相
改
候
間
、
御
な
ぐ
さ
ミ
に
御
ら
ん
の
程

奉
希
上
候
」
に
も
版
元
へ
の
言
及
は
な
い
。

　

こ
れ
に
次
い
で
確
認
で
き
る
の
は
錦
絵
で
は
な
く
、
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
の

柳
下
亭
種
員
作
、
三
代
歌
川
豊
国
画
の
「
猿
若
細
見
三
調
志
」
草
稿
）
59
（

【
図
13
】
で
、

巻
頭
に
は
猿
若
町
一
丁
目
の
絵
図
が
あ
る
。
安
政
地
震
か
ら
復
興
し
た
ば
か
り
の
町

絵
図
で
は
、
茶
屋
の
並
び
に
変
化
が
見
ら
れ
、
猿
若
町
移
転
以
来
嘉
永
五
年
ま
で
町
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図10　「校正新刻 三座猿若細見図」（東京都江戸東京博物館蔵　92200191）

図11　「校正新刻 三座猿若細見図」（東京都立中央図書館特別文庫室蔵　加 403（42）） 
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図12　「嘉永六丑年正月刻春秋改替住名直証 猿若街細鑑」（早稲田大学演劇博物館蔵　201-0514）

図13　『猿若細見三調志』草稿 （東京大学総合図書館霞亭文庫）
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の
端
の
西
新
道
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
両
芝
居
茶
屋
が
中
央
の
広
道
に
も
登
場
し
て

い
る
。
本
文
に
は
「
さ
る
こ
ろ
、
え
ん
馬
徳
升
等
が
編
次
な
し
た
る
細
見
を
見
て
」

と
あ
る
通
り
、
芝
居
細
見
を
模
し
、
別
丁
の
挿
絵
に
も
芝
居
細
見
の
版
元
・
山
口
屋

藤
兵
衛
の
印
を
あ
し
ら
っ
た
屑
入
れ
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
か
つ
て
の
芝
居
細
見
に
続

く
も
の
だ
が
、
今
の
と
こ
ろ
確
認
で
き
た
の
は
一
丁
目
分
の
草
稿
の
み
で
他
座
お
よ

び
刊
本
は
未
見
で
あ
る
。

　

一
枚
絵
と
し
て
次
に
確
認
で
き
た
の
は
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
正
月
の
も
の
で
、

大
奉
書
全
紙
判
の
「
安
政
六
己
未
年
正
月
新
刻　

猿
若
街
細
鑑
）
60
（

」【
図
14
】
で
あ
る
。

先
出
の
「
嘉
永
六
丑
年
正
月
刻
春
秋
改
替
住
名
直
証　

猿
若
街
細
鑑
」
を
模
し
た
絵

図
の
横
に
は
、
前
年
の
火
事
の
後
遺
症
ゆ
え
か
町
外
に
あ
る
役
者
お
よ
び
芝
居
関
係

者
の
仮
宅
を
記
し
て
い
る
。
絵
図
中
の
各
戸
は
赤
と
黄
で
色
分
け
さ
れ
て
は
い
る

が
、
茶
屋
も
含
む
商
店
の
屋
号
は
仮
名
表
記
が
多
い
上
に
記
号
に
よ
る
茶
屋
の
区
分

が
な
く
な
る
。

　

出
版
形
態
に
着
目
す
る
と
、
改
印
、
版
元
印
が
な
く
、
題
の
下
の
「
狂
訓
亭　

宮

崎
栄
二
校
」
か
ら
私
家
版
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
宮
崎
栄
二
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
素

性
は
知
れ
な
い
が
、
戯
言
の
出
版
を
好
ん
だ
よ
う
で
「
懐
溜
諸
屑
」
に
も
、
印
や
号

か
ら
こ
の
人
物
が
作
成
し
た
と
わ
か
る
一
枚
摺
が
八
点
確
認
で
き
る
）
61
（

。そ
の
う
ち「
三

世
為
永
教
訓
亭
（「
栄
二
」
の
印
あ
り
）
62
（

）」、「
故
春
水
弟
事　

狂
言
作
者
為
永
栄
二
事

　

狂
訓
亭　

鈍
通
文
魚
）
63
（

」、「
中
村
座
狂
言
作
者　

為
永
栄
二
遊
板
」【
図）64
（

15
】
の
三

点
は
為
永
春
水
と
の
関
わ
り
を
強
調
し
て
お
り
、
初
代
為
永
春
水
没
後
、
染
崎
延
房

が
二
世
春
水
を
名
乗
る
の
は
弘
化
二
年
頃
な
の
で
）
65
（

、「
三
世
為
永
」
や
「
故
春
水
弟
」

は
そ
れ
以
降
の
表
現
と
な
る
。
た
だ
し
、
春
水
の
弟
に
関
す
る
記
述
は
未
見
な
上
、

中
村
座
狂
言
作
者
と
し
て
、
番
付
な
ど
に
宮
崎
あ
る
い
は
為
永
栄
二
と
い
う
人
物
は

見
当
た
ら
な
い
。
一
番
信
用
で
き
る
肩
書
き
は
「
御
誂
著
述
案
文
認
所　

江
戸
日
本

橋
木
原
店　

戯
作
者　

玉
屋
文
魚
）
66
（

」
す
な
わ
ち
広
告
文
な
ど
を
認
め
る
代
筆
業
で
、

【
図）67
（

16
】
は
文
魚
と
し
て
制
作
し
た
講
談
の
引
札
口
上
で
あ
る
。

　

こ
の
後
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
な
地
図
と
し
て
の
猿
若
町
絵
図
は
見
つ
け
ら

図14　「安政六己未年正月新刻 猿若街細鑑」（東京都江戸東京博物館蔵　87200632）
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図 15　図 16　「懐溜諸屑」所収の引札 （国立歴史民俗博物館蔵　（左）3-99，（右）3-147）

図17　「江戸名所之内猿若街之図」（東京都立中央図書館特別文庫室蔵　575-C008） 
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図 18　「東都繁栄之図」部分
（国立国会図書館デジタル化資料）
四角で囲んだ部分には茶屋の名前が記されている。

図 19　『吉原細見』（西尾市岩瀬文庫蔵　103-118） 

れ
て
い
な
い
が
、
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
三
月
に
は
名
所
絵
の
な
か
に
、
茶
屋
名

お
よ
び
役
者
を
中
心
と
し
た
芝
居
関
係
者
名
を
記
し
た
、
大
判
錦
絵
三
枚
続
き
の

「
江
戸
名
所
之
内
猿
若
街
之
図
）
68
（

」【
図
17
】
が
出
さ
れ
て
い
る
。
嘉
永
六
年
の
絵
図
と

同
様
に
、
芝
居
関
係
者
は
赤
、
そ
れ
以
外
の
題
箋
は
黄
と
な
っ
て
い
る
が
、
基
準
は

曖
昧
で
大
茶
屋
や
水
茶
屋
と
い
っ
た
区
分
を
示
す
記
号
も
な
い
。
あ
く
ま
で
風
景
画

の
中
の
題
箋
と
い
う
扱
い
で
、
こ
の
絵
図
に
限
り
絵
師
が
歌
川
芳
藤
と
明
記
さ
れ
、

版
元
「
本
郷
二
丁
目

古
賀
勝
五
郎
」
の
口
上
は
、
間
違
い
が
あ
れ
ば
直
す
旨
の
常

套
句
に
代
わ
り
「
図
に
も
れ
た
る
家
共
あ
り
と
い
へ
共
荒
増
を
記
す
」
と
な
っ
て
い

る
。
試
み
に
、
安
政
六
年
ま
で
の
絵
図
お
よ
び
後
出
の
『
吉
原
細
見
』（
明
治
元
年
・

一
八
六
八
）
中
の
茶
屋
名
と
比
較
し
た
が
、
記
さ
れ
て
い
る
の
は
半
数
程
度
で
地
図

と
し
て
の
機
能
は
期
待
で
き
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
絵
の
題
に
「
名
所
」
と
あ
る
よ
う
に
、
猿
若
町
は
江
戸
名
所
の

画
題
と
し
て
定
着
し
て
い
っ
た
。
猿
若
町
を
描
い
た
名
所
絵
は
数
多
く
、
そ
の
変
遷

を
追
う
こ
と
は
筆
者
に
は
で
き
て
い
な
い
が
、
ど
こ
か
の
段
階
か
ら
茶
屋
も
名
前
入

り
で
登
場
し
て
い
る
よ
う
だ
。
例
え
ば
、
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
三
月
の
歌
川
広

重
「
東
都
繁
栄
之
図
）
69
（

」
は
各
座
を
大
判
錦
絵
三
枚
続
き
で
描
い
た
九
枚
揃
い
の
風
景

画
で
あ
る
が
、【
図
18
】
の
よ
う
に
実
在
の
大
茶
屋
の
名
が
読
め
る
よ
う
に
描
き
こ

ま
れ
て
お
り
、
狂
言
座
と
同
じ
広
道
に
面
し
た
茶
屋
は
特
に
、
芝
居
町
の
構
成
要
素

と
し
て
組
み
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

明
治
元
年
刊
の
『
吉
原
細
見
）
70
（

』【
図
19
】
は
、
土
産
物
や
各
界
の
著
名
人
な
ど
当

時
の
文
化
一
般
を
吉
原
細
見
の
形
で
小
本
一
冊
に
仕
立
て
た
私
家
版
で
、
芝
居
茶
屋

の
細
見
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
見
取
図
に
か
わ
っ
て
【
図
2
】
の
よ
う

な
体
裁
で
茶
屋
だ
け
を
記
し
て
お
り
、
芝
居
茶
屋
も
名
物
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。

こ
こ
ま
で
猿
若
町
の
絵
図
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
の
も
と
、
確
認
で
き
た
資
料
の
特

徴
を
列
挙
し
て
き
た
。
い
ず
れ
も
性
質
が
異
な
り
制
作
時
期
も
空
い
て
い
る
た
め
、

多
分
に
間
違
い
は
あ
ろ
う
が
、
ひ
と
ま
ず
整
理
す
る
。
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要
が
あ
る
た
め
、
こ
ち
ら
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。　
　

❹
猿
若
町
を
構
成
す
る
人
々
と
芝
居
興
行

（
一
）「
懐
溜
諸
屑
」
に
貼
り
込
ま
れ
た
猿
若
町
内
商
店
の
一
枚
摺

　

前
節
に
て
紹
介
し
た
絵
図
に
は
、
芝
居
茶
屋
や
役
者
住
居
に
あ
わ
せ
て
一
般
商
店

も
描
き
こ
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
一
枚
摺
は
「
懐
溜
諸
屑
」
に
も
貼
り
込
ま
れ
て

い
る
。
こ
こ
で
は
、
絵
図
と
照
合
し
な
が
ら
所
在
が
確
認
で
き
る
期
間
や
扱
っ
て
い

た
商
品
情
報
を
記
し
、
町
で
の
生
業
を
知
る
手
が
か
り
と
し
て
紹
介
す
る
。

・「
猿
若
町
二
丁
目　

楽
屋
通　

成
美
軒
」【
図）71
（

20
】

　

江
戸
の
土
産
を
ま
と
め
た
「
東
土
産
弍
篇
」
と
い
う
一
枚
摺
に
「
姿
見　

サ
ル
ワ

カ
二　

役
者
せ
ん
べ
い
成
美
軒
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
姿
見
せ
ん
べ
い
の
商
標
と
わ
か

る
。
狂
言
作
者
の
三
升
屋
二
三
次
に
よ
る
と
、
寛
政
年
間
に
役
者
の
大
谷
馬
十
が
流

行
ら
せ
た
姿
見
せ
ん
べ
い
は
、
姿
見
音
右
衛
門
に
引
き
継
が
れ
る
も
、
弘
化
ご
ろ
に

店
は
絶
え
、
音
右
衛
門
は
嘉
永
三
年
に
没
し
た
と
い
う
）
72
（

。
絵
図
に
は
「
姿
見
せ
ん
べ

い
」
と
し
て
嘉
永
三
年
よ
り
登
場
し
、『
吉
原
細
見
』
で
も
屋
号
を
変
え
た
「
姿
見

せ
ん
べ
い
」
の
名
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
商
品
を
取
り
扱
う
販
売
者
は
変
わ
り
な
が
ら

も
継
続
し
て
販
売
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。

・「
猿
若
町
弍
丁
目
横
町　

霜
の
花
喜
太
郎　

幕
の
内
」【
図）73
（

21
】

　

芝
居
町
ら
し
い
幕
の
内
弁
当
の
商
標
で
「
弁
当
霜
の
花
」
と
い
う
表
記
は
、『
吉

原
細
見
』
中
「
弐
丁
目
商
家
の
部
」
に
確
認
で
き
、
地
図
上
も
二
丁
目
の
横
丁
に
、

弘
化
三
年
よ
り
安
政
六
年
ま
で
「
幕
の
内
」
と
あ
る
。

・「
猿
若
町
一
丁
目
楽
屋
新
道　

西
村
屋
」【
図）74
（

22
】

　

取
扱
商
品
は
不
明
だ
が
、安
政
六
年
よ
り
文
久
二
年
ま
で
の
絵
図
に
「
に
し
む
ら
」

の
名
が
確
認
で
き
る
。

・「
猿
若
町
一
丁
目 

京
御
菓
子
司　

岡
野
和
泉
掾
」【
図）75
（

23
】

　

弘
化
三
年
よ
り
文
久
二
年
ま
で
の
絵
図
に
確
認
で
き
る
。

　

芝
居
地
移
転
完
了
前
の
天
保
一
三
年
二
月
に
起
き
た
文
蔵
の
一
件
と
四
月
に
起
き

た
徳
兵
衛
の
一
件
の
う
ち
前
者
は
読
売
の
類
だ
が
、
後
者
は
錦
絵
の
商
品
と
し
て
猿

若
町
絵
図
に
商
機
を
見
出
し
た
先
駆
け
と
位
置
付
け
ら
れ
よ
う
。

　

移
転
完
了
後
の
同
年
九
月
に
出
さ
れ
た
「
猿
若
町
芝
居
之
略
図
」
は
、
版
元
に
市

村
座
世
話
役
が
名
を
連
ね
た
芝
居
再
開
の
宣
伝
品
で
は
あ
る
が
、
こ
う
し
た
絵
図
出

版
や
後
の
寄
席
新
設
を
座
元
や
役
者
で
は
な
く
、
世
話
役
が
関
与
し
た
と
こ
ろ
に
、

劇
場
内
部
の
社
会
構
造
お
よ
び
経
営
に
直
接
携
わ
る
実
務
者
た
ち
が
抱
い
て
い
た
、

猿
若
町
で
の
営
業
に
対
す
る
不
安
が
読
み
取
れ
る
。
な
お
、「
猿
若
町
芝
居
之
略
図
」

出
版
の
背
景
や
一
連
の
関
係
者
の
動
向
か
ら
、「
猿
若
町
芝
居
之
略
図
」
出
版
に
際

し
棄
却
さ
れ
た
町
割
絵
図
が
、
弘
化
三
年
刊
行
の
「
呼
子
鳥
」
と
同
様
の
構
図
だ
っ

た
可
能
性
が
あ
り
、そ
の
翌
年
正
月
刊
行
の
絵
図
「
校
正
猿
若
三
町
之
全
図
」
に
は
、

各
座
の
世
話
役
や
花
笠
文
京
の
讃
が
記
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
二
点
に
は
劇
場
関

係
者
の
関
与
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
く
わ
え
て
「
守
貞
謾
稿
」
所
収
の
筆
写
図
や
後
続

の
嘉
永
三
年
版
の
下
絵
（
未
見
）
の
存
在
か
ら
、
弘
化
末
に
複
数
の
絵
図
が
出
版
さ

れ
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
。

　

嘉
永
以
降
は
、
芝
居
関
係
者
の
影
が
薄
ま
り
、
敷
き
写
し
で
彫
り
、
摺
り
と
も
次

第
に
粗
雑
に
な
る
が
、
こ
れ
は
、
芝
居
町
移
転
後
の
真
新
し
さ
や
劇
場
に
近
い
情
報

筋
の
関
与
が
薄
れ
、
錦
絵
の
一
類
型
と
し
て
定
着
し
た
表
れ
と
捉
え
た
。
そ
の
後

は
好
事
家
の
私
家
版
や
、
風
景
画
の
中
に
茶
屋
お
よ
び
役
者
の
住
居
名
を
組
み
込
ん

だ
、
当
時
流
行
の
横
浜
絵
に
近
い
性
格
を
呈
し
た
事
例
が
見
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
初
期
段
階
で
は
猿
若
町
の
宣
伝
と
し
て
、
劇
場
関
係
者
も
関
与
し
て

制
作
さ
れ
た
猿
若
町
絵
図
は
、ご
く
短
い
期
間
に
商
品
と
し
て
定
着
し
た
。
し
か
し
、

町
と
し
て
の
新
鮮
味
が
薄
れ
、
芝
居
関
係
者
が
制
作
か
ら
離
れ
る
と
、
最
大
の
特
徴

で
あ
っ
た
地
図
と
し
て
の
情
報
掲
載
も
粗
雑
に
な
っ
て
い
き
、
私
家
版
や
、
あ
る
い

は
商
品
で
も
需
要
の
見
込
め
る
名
所
絵
に
変
容
し
て
い
っ
た
。非
常
に
雑
駁
な
が
ら
、

本
節
で
概
観
し
た
猿
若
町
の
絵
図
か
ら
こ
こ
ま
で
は
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。
絵
図
が

変
容
す
る
時
期
や
背
景
は
重
要
な
論
点
だ
が
、
さ
ら
に
類
例
を
集
め
て
検
討
す
る
必
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図20　 「懐溜諸屑」所収の商標
（国立歴史民俗博物館蔵　4-239）

図21　「懐溜諸屑」所収の商標 
（国立歴史民俗博物館蔵　2-170）

図 22　 「懐溜諸屑」所収の商標 
（国立歴史民俗博物館蔵　4-520）

図23　 「懐溜諸屑」所収の商標
 （国立歴史民俗博物館蔵　7-8）
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・「
麝
香
散　

芝
翫
香　

御
薬
は
み
が
き　

売
弘
所　

猿
若
町
二
丁
目　

ゑ
ち
ご
や
」

【
図）76
（

24
】

　

越
後
屋
は
、
弘
化
三
年
よ
り
二
丁
目
東
新
道
に
△
印
の
水
茶
屋
と
し
て
確
認
で

き
、
嘉
永
五
年
ま
で
茶
屋
と
し
て
、
翌
年
に
は
屋
号
の
み
の
記
載
が
あ
る
。
こ
の
引

札
か
ら
は
、
茶
屋
で
も
役
者
の
名
前
を
冠
し
た
商
品
を
扱
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

・「
猿
若
二　

菊
村
や　

当
ル
新
狂
言
附
」【
図）77
（

25
】

　

菊
村
屋
は
長
ら
く
市
村
座
の
茶
屋
惣
代
を
務
め
、
葺
屋
町
時
代
の
寛
政
一
一
年
よ

り
明
治
元
年
ま
で
確
認
で
き
る
。「
狂
言
附
」
と
は
興
行
ご
と
の
チ
ラ
シ
に
あ
た
る

辻
番
付
を
指
し
、
こ
れ
は
茶
屋
を
通
じ
て
番
付
を
配
る
際
の
掛
紙
で
あ
る
。

・「
猿
若
町
二
丁
目　

柳
屋
満
寿
」【
図）78
（

26
】

　

用
途
は
不
明
だ
が
、『
明
和
伎
鑑
』
に
も
登
場
す
る
古
参
の
市
村
座
付
茶
屋
、
柳

屋
の
も
の
で
あ
る
。
柳
屋
は
、
奢
侈
ぶ
り
や
事
業
拡
大
が
目
立
つ
高
級
料
亭
を
記
し

た
隠
密
廻
の
上
申
書
（
天
保
一
二
年
七
月
付
）
に
、
八
百
善
や
平
清
と
並
ん
で
名
前

が
挙
が
っ
て
い
る
。

図24　「懐溜諸屑」所収の引札 （国立歴史民俗博物館蔵　13-105）図25　「懐溜諸屑」所収の掛紙 
（国立歴史民俗博物館蔵　20-10） 

図 26　「懐溜諸屑」所収の商標
 （国立歴史民俗博物館蔵　5-251）
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【
史
料
）
79
（

4
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
町
（
補
註
：
浅
草
橋
場
町
）
巳
之
助
店

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

掉
月
楼
と
申
候　

柳
屋
ま
す

此
も
の
は
、
葺
屋
町
柳
屋
と
申
、
芝
居
附
料
理
茶
屋
ニ
而
、
当
見
世
は
去
秋
中

ゟ
相
始
候
由
、
ま
す
夫
は
芝　

御
霊
屋
御
掃
除
頭
田
原
吉
太
郎
父
隠
居
豊
吉
と

申
者
之
由
、
葺
屋
町
并
当
見
世
共
同
人
持
居
候
由
、
尤
普
請
は
外
料
理
茶
屋
向

同
様
ニ
御
座
候
処
、
四
年
以
前
戌
年
町
触
出
候
後
、
手
廣
ニ
新
規
家
作
仕
、
料

理
茶
屋
相
始
候
も
の
に
御
座
候
、　

　

史
料
に
よ
る
と
、
市
村
座
の
芝
居
茶
屋
で
あ
っ
た
柳
屋
ま
す
が
、
天
保
一
一
年
秋

に
橋
場
に
出
店
し
た
と
い
う
。
両
店
の
持
ち
主
は
、
ま
す
の
夫
で
、
芝
の
御
霊
屋
御

掃
除
頭
田
原
吉
太
郎
の
父
豊
吉
と
な
っ
て
お
り
、
店
構
え
は
他
の
料
理
茶
屋
と
同
様

だ
が
、
天
保
九
年
の
町
触
以
降
に
新
規
に
料
理
茶
屋
を
始
め
た
と
あ
る
。
こ
の
上
申

の
後
、「
藤
岡
屋
日
記
」
一
〇
月
三
日
条
「
御
奉
行
所
江
御
呼
出
し
料
理
茶
屋
・
菓

子
屋
名
前
」
に
は
柳
屋
ま
す
の
名
も
見
ら
れ
、
奉
行
所
に
呼
び
出
さ
れ
て
い
る
）
80
（

。
さ

ら
に
、
猿
若
町
移
転
後
の
弘
化
元
年
一
〇
月
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
も
見
ら
れ
る
。

【
史
料
）
81
（

5
】

同
所
（
補
註
：
浅
草
）
橋
場
町
渡
場
際
柳
屋
と
申
料
理
茶
屋
亭
主
、
名
前
は
藤

吉
と
申
候
哉
之
由
、
芝　

御
霊
屋
御
掃
除
頭
勤
候
田
原
又
吉
と
申
も
の
隠
居
ニ

而
猿
若
町
ニ
も
女
名
前
ニ
而
柳
屋
と
申
茶
屋
差
出
置
、
橋
場
町
の
方
茶
屋
江
は

若
女
五
六
人
抱
置
、
客
之
相
手
ニ
差
出
、
尤
風
聞
不
宣
候
得
共
、
売
女
ヶ
間
敷

儀
は
無
之
由
、
料
理
代
は
並
ゟ
高
直
ニ
相
聞
、
且
風
聞
不
宣
儀
は
、
猿
若
町
茶

屋
共
江
金
子
貸
出
、
至
而
利
欲
ニ
拘
り
候
も
の
ニ
而
、
御
改
革
之
時
節
無
難
ニ

相
済
候
儀
は
、
町
方
与
力
同
心
之
内
ニ
近
親
之
者
有
之
候
哉
と
風
聞
仕
候
、
金

子
之
勢
ひ
ニ
而
芝
居
附
之
も
の
表
向
は
随
ひ
居
候
様
子
ニ
而
、内
実
は
利
欲
張
、

其
上
役
人
ニ
手
筋
有
之
候
故
、
影
ニ
而
は
無
之
事
を
も
有
之
事
ニ
申
成
候
儀
ニ

も
可
有
之
哉
ニ
相
聞
申
候
、

　　

こ
の
史
料
で
は
、
橋
場
店
の
所
有
者
名
が
藤
吉
と
な
っ
て
お
り
先
の
豊
吉
と
異

な
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
芝
居
茶
屋
は
ま
す
の
名
義
で
、
芝
の
御
霊
屋
御
掃
除
頭
の

縁
者
が
柳
屋
亭
主
だ
っ
た
点
は
共
通
し
て
い
る
。

　

報
告
に
よ
る
と
、
橋
場
の
柳
屋
は
売
女
が
ま
し
い
こ
と
は
し
て
い
な
い
が
、
食
事

代
も
高
く
、
そ
の
上
、
他
の
芝
居
茶
屋
に
金
を
貸
し
て
利
欲
に
執
着
し
て
い
る
。
そ

れ
で
も
改
革
で
咎
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
、
親
戚
に
与
力
ま
た
は
同
心
が
い
た
か
ら

だ
と
い
う
噂
が
あ
る
。
資
金
力
が
あ
る
の
で
芝
居
関
係
者
も
表
向
き
は
従
っ
て
い
る

が
、
裏
で
は
陰
口
を
叩
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
。
噂
は
確
か
で
、
文
政

一
〇
年
（
一
八
二
七
）
の
町
方
書
上
）
82
（

に
は
、
芝
御
霊
屋
御
掃
除
屋
敷
の
御
掃
除
頭
と

し
て
田
原
良
（
マ
マ
）太

郎
の
名
が
見
え
、
田
原
家
は
家
康
入
府
以
来
内
藤
外
記
支
配
下
の
同

心
と
し
て
、
寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）
よ
り
御
掃
除
頭
役
を
務
め
、
芝
御
霊
屋
御
掃

除
頭
町
（
永
井
町
）
に
二
三
一
坪
の
拝
領
屋
敷
を
所
持
し
て
い
る
と
あ
り
、
茶
屋
の

素
性
が
わ
か
る
。

　

以
上
、「
懐
溜
諸
屑
」
所
収
の
一
枚
摺
に
関
連
す
る
情
報
を
列
挙
し
て
み
た
。
次

項
で
は
小
規
模
の
茶
屋
も
含
め
、
芸
能
者
以
外
の
関
係
者
と
芝
居
町
の
関
わ
り
に
つ

い
て
見
て
い
く
。

（
二
）
芸
能
者
以
外
の
芝
居
関
係
者
と
興
行

　

芸
能
者
以
外
の
芝
居
関
係
者
に
は
不
明
点
が
多
い
が
、
三
節
に
て
取
り
上
げ
た
絵

図
に
は
帳
元
の
下
で
実
務
を
担
っ
た
芝
居
関
係
者
の
居
宅
や
役
者
の
親
戚
名
義
の
茶

屋
も
登
場
す
る
。
こ
こ
で
は
、
劇
場
経
営
に
関
す
る
資
料
が
比
較
的
多
く
残
さ
れ
た

中
村
座
を
例
と
し
て
、
経
営
の
内
情
と
町
内
の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　

芝
居
関
係
者
の
中
で
も
出
方
の
者
た
ち
は
、
役
者
や
他
の
芸
能
者
と
異
な
り
集
住

の
対
象
外
と
し
て
当
初
手
当
金
の
配
当
か
ら
も
外
さ
れ
て
い
た
が
）
83
（

、【
表
1
】
に
あ

る
よ
う
に
、
市
村
中
村
二
座
の
出
方
合
計
が
三
一
九
人
、
単
純
に
半
分
を
中
村
座
付
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き
と
す
る
と
一
六
〇
人
ほ
ど
の
大
所
帯
で
、
芝
居
町
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
重
要
な

存
在
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
と
は
い
え
、
そ
の
職
分
に
は
不
明
点
が
多
く
、
出
方
に

は
座
元
が
焼
印
入
の
木
札
を
交
付
し
て
管
理
し
た
と
い
い
）
84
（

、出
方
一
同
の
連
印
に
は
、

木
戸
、
留
場
、
西
桟
敷
、
東
桟
敷
、
表
半
畳
、
裏
硯
の
間
、
楽
屋
口
と
い
う
職
名
が

並
ぶ
）
85
（

。
こ
れ
ら
の
職
分
は
「
芝
居
乗
合
話
」
に
て
、
帳
元
の
下
で
表
方
と
し
て
客
の

対
応
や
警
備
、
芝
居
小
屋
周
り
の
雑
用
を
負
っ
た
「
口
」
と
重
複
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
「
口
」
は
後
に
「
七
口
」
か
ら
出
さ
れ
た
よ
う
で
「
賀
久
屋
寿
々
免
）
86
（

」

に
は
仕
切
、
留
場
、
火
縄
売
、
き
せ
る
、
半
畳
、
楽
屋
口
、
か
ん
て
ら
は
「
七
口
」

の
内
か
ら
勤
め
た
と
記
さ
れ
る
。
同
書
に
は
「
口
」
に
含
ま
れ
て
い
た
桟
敷
番
や
木

戸
番
も
立
項
さ
れ
て
い
る
が
、「
七
口
」
と
の
関
連
は
記
さ
れ
ず
、
作
者
の
二
三
次

も
「
口
々
の
役
は
殊
の
外
あ
れ
と
、
表
方
の
作
法
し
り
か
た
く
」
と
こ
と
わ
っ
て
い

る
よ
う
に
明
確
な
区
分
は
難
し
い
。
同
書
に
あ
る
「
七
口
の
出
方
」
と
い
う
表
記
よ

り「
口
」と「
七
口
」、「
出
方
」を
兼
任
す
る
者
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に「
出

方
」
と
「
札
場
手
代
」
の
兼
任
は
三
節
に
て
述
べ
た
と
お
り
で
、
こ
の
四
者
の
職
務

は
重
複
あ
る
い
は
類
似
す
る
も
の
が
多
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

こ
れ
ら
の
「
口
」
の
待
遇
は
、
先
述
の
通
り
で
、
頭
以
外
に
固
定
給
は
な
く
、
席

代
の
上
前
や
客
の
心
付
け
を
中
心
と
し
て
い
た
。
な
お
「
賀
久
屋
寿
々
免
」
に
あ
る

「
芝
居
内
出
方
に
払
取
分
あ
れ
と
憚
る
事
故
爰
に
略
す
」
は
、
頭
の
給
金
を
指
し
、

大
半
は
日
用
と
考
え
ら
れ
る
。

　

猿
若
町
は
芝
居
町
ゆ
え
に
地
代
が
高
か
っ
た
と
い
う
指
摘
も
あ
る
が
）
87
（

、
口
の
一
つ

で
あ
る
桟
敷
番
が
居
住
し
た
例
も
あ
る
。
弘
化
四
年
の
絵
図
【
図
7
】
中
、
一
丁
目

の
山
の
宿
側
の
「
西
さ
じ
き
谷
吉
」
が
初
出
で
、
枠
内
の
地
色
は
芝
居
関
係
者
を
示

す
赤
だ
が
、
嘉
永
三
年
と
五
年
の
絵
図
で
は
青
地
に
「
△
谷
本
谷
吉
」、
嘉
永
六
年

に
は
黄
色
地
に
「
○
谷
吉
」
安
政
三
年
に
は
「
○
谷
本
吉
兵
衛
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、

嘉
永
三
年
に
は
芝
居
茶
屋
へ
転
身
（
兼
任
）
88
（

）
し
た
と
わ
か
る
。

「
口
」
と
は
ま
た
別
に
、帳
元
の
下
の
「
割
元
」
と
い
う
職
分
か
ら
茶
屋
に
転
身
（
兼

任
）
し
た
例
も
あ
る
。
弘
化
四
年
よ
り
嘉
永
五
年
ま
で
二
丁
目
東
新
道
の
結
城
座
の

東
は
芝
居
関
係
者
を
示
す
赤
地
に
「
わ
り
元　

平
の
や
市
五
郎
」
と
な
っ
て
い
た
の

が
、
嘉
永
六
年
以
降
は
茶
屋
を
示
す
「
△
ひ
ら
の
や
」
と
な
っ
て
い
る
。
割
元
は
、

帳
元
が
茶
屋
へ
席
を
振
り
分
け
た
後
の
窓
口
対
応
を
主
な
業
務
と
し
た
。
現
代
で
も

似
た
職
種
間
で
の
転
身
や
業
務
拡
大
は
あ
る
が
、
幕
内
の
事
情
に
明
る
い
者
た
ち
が

茶
屋
を
兼
ね
た
の
も
同
様
で
あ
ろ
う
。
と
く
に
窓
口
対
応
に
慣
れ
て
い
た
市
五
郎
に

は
向
い
て
い
た
よ
う
で
、
明
治
元
年
刊
の
『
吉
原
細
見
』
に
も
屋
号
が
見
ら
れ
る
。

　

茶
屋
株
は
天
保
改
革
時
に
株
仲
間
解
散
の
対
象
と
な
り
な
が
ら
も
、
座
元
と
茶
屋

の
間
で
協
議
書
を
内
々
に
結
ぶ
な
ど
座
元
の
管
理
下
に
あ
っ
た
）
89
（

。【
表
2
】
に
あ
る

よ
う
に
櫓
ご
と
に
表
記
さ
れ
た
株
数
と
実
店
舗
数
は
一
致
せ
ず
、
場
合
に
よ
っ
て
は

実
店
舗
の
方
が
多
い
な
ど
、
管
理
の
実
態
は
未
詳
で
あ
る
。
当
然
な
が
ら
谷
吉
た
ち

も
茶
屋
株
を
購
入
、
も
し
く
は
譲
渡
さ
れ
た
は
ず
だ
が
、
そ
の
価
値
を
計
る
の
は
難

し
く
、
次
は
、
茶
屋
株
の
売
買
を
示
す
数
少
な
い
史
料
で
あ
る
。

【
史
料
）
90
（

6
】

　
　

入
置
申
一
札
之
事　

一　

金
八
十
両
也

右
は
貴
殿
御
所
持
の
猿
若
町
壱
丁
目
芝
居
附
料
理
茶
屋
株
、
貴
殿
御
勝
手
ニ
付

此
度
我
等
方
江
譲
受
申
所
実
正
也
、

右
代
金
済
し
方
の
義
は
来
ル
三
月
廿
日
金
拾
両
、
七
月
十
四
日
金
拾
両
、
九
月

十
四
日
金
拾
両
、
残
金
五
拾
両
は
来
ル
霜
月
十
日
迄
ニ
不
残
相
渡
可
申
、
万
一

滞
候
得
者
証
人
方
ゟ
金
子
立
替
急
度
皆
済
可
致
候
、
若
又
其
節
ニ
至
リ
違
背
致

し
候
得
は
、
以
此
一
札
何
様
ニ
被
成
下
候
共
一
言
の
申
分
無
御
座
候
、
為
後
日

入
置
申
一
札
仍
如
件

　

天
保
十
四
年

　
　
　

卯
三
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

猿
若
町
壱
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

家
主
太
吉
店
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当
人　

金
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
兵
衛
店

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

証
人　

庄
七

　
　

お
屋
寿
殿

　

一
丁
目
芝
居
附
料
理
茶
屋
株
を
町
内
の
金
次
郎
な
る
人
物
が
買
い
取
っ
て
い
る
。

残
念
な
が
ら
茶
屋
の
特
定
に
は
至
ら
な
い
も
の
の
、
谷
吉
や
市
五
郎
の
よ
う
な
桟
敷

番
、
割
元
た
ち
が
た
や
す
く
株
を
買
い
取
れ
る
環
境
に
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
ず
、
芝

居
関
係
者
の
場
合
に
は
劇
場
と
の
間
に
何
ら
か
取
引
が
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ

よ
う
。

　

こ
う
し
た
芝
居
茶
屋
も
含
む
芝
居
町
内
の
面
々
と
劇
場
経
営
と
の
関
係
に
つ
い
て

は
、
鈴
木
陽
子
氏
が
森
田
座
の
衣
装
掛
で
楽
屋
炊
出
し
の
株
）
91
（

も
持
っ
て
い
た
甲
子
屋

の
文
書
を
読
み
解
き
、
詳
細
な
検
証
を
行
っ
て
い
る
）
92
（

。
猿
若
町
以
前
の
事
例
で
は
あ

る
が
、
劇
場
内
部
の
研
究
自
体
が
希
少
で
あ
り
、
猿
若
町
移
転
後
も
基
本
的
な
構
造

は
変
わ
ら
な
い
も
の
と
し
て
参
照
す
る
と
、
森
田
座
は
、
芝
居
小
屋
や
茶
屋
株
を
は

じ
め
芝
居
に
か
か
わ
る
利
権
を
、町
内
の
地
主
や
金
主
へ
抵
当
と
し
て
入
れ
て
い
た
。

茶
屋
株
を
持
っ
て
い
た
甲
子
屋
藤
七
の
場
合
も
、
当
初
借
金
の
抵
当
で
あ
っ
た
蔵
衣

装
を
、
そ
の
ま
ま
所
有
し
て
家
業
と
し
た
と
い
う
。　
　
　

　

茶
屋
や
町
内
の
人
々
の
素
性
と
い
う
点
で
は
、
芝
居
関
係
者
が
大
茶
屋
を
兼
任
し

た
例
は
既
に
知
ら
れ
て
お
り
、
役
者
の
親
戚
が
猿
若
町
の
家
主
や
茶
屋
を
勤
め
て
い

た
例
も
見
ら
れ
る
。
一
丁
目
家
主
の
安
兵
衛
は
、
二
代
目
尾
上
多
見
蔵
の
従
弟
で
、

多
見
蔵
が
江
戸
に
下
っ
た
際
に
は
一
時
的
な
寓
居
先
と
な
っ
て
お
り
）
93
（

、
三
丁
目
の
茶

屋
近
江
屋
栄
吉
は
、
役
者
の
市
川
白
蔵
の
伯
母
方
で
あ
っ
た
）
94
（

。
先
述
し
た
世
話
役
の

五
郎
右
衛
門
と
と
も
に
市
村
座
の
大
札
を
務
め
、「
中
村
座
日
記
」
に
も
し
ば
し
ば

太
夫
元
の
後
見
や
名
代
と
し
て
登
場
す
る
善
兵
衛
は
二
丁
目
座
元
の
弟
で
）
95
（

、
猿
若
町

弘化 3年 弘化 4年 嘉永 3年 嘉永 5年 嘉永 6年

地図上の記号 実数 櫓表記 実数 櫓表記 実数 櫓表記 実数 櫓表記 実数 櫓表記

中村座

櫓付料理茶屋（大茶屋） ◯ 14 19 13 19 13 19 13 19 17 19

同 ▢ 16 10 14 12 15 15 16 15 26 10

同 △ 18 28 23 28 26 28 22 28 12 28

48 57 50 59 54 62 51 62 55 57

市村座

櫓付料理茶屋 ◯ 9 なし 10 10 10 10 13 10 9 19

同 ▢ 16 17 15 17 17 17 15 17 16 17

同 △ 14 15 18 15 17 15 17 15 10 15

39 ― 43 42 44 42 45 42 35 51

中村 両芝居茶屋 8 7 6 6 6

市村 両芝居茶屋 7 16 7 16 7 16 7 16 8 16

15 16 14 16 13 16 13 16 14 16

河原崎
座（森田
座）

櫓付料理茶屋 ◯ 12 なし 13 13 13 13 14 13 18 なし

同 ▢ 10 10 9 10 8 10 9 10 10 10

同 △ 13 15 14 15 13 15 14 15 10 15

35 ― 36 38 34 38 37 38 38 ―

表2　絵図中実際に描かれた茶屋の件数と櫓に記された茶屋の件数

茶屋の区分は，「呼子鳥若三町全図」の表記に準じた。
本稿にて取り上げた資料のうち安政 3年は中村座のみしかなく，安政 6年以降は茶屋の識別記号がないため割愛。
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二
丁
目
の
大
茶
屋
菊
屋
善
兵
衛
で
も
あ
り
、
役
者
縁
者
が
茶
屋
、
芝
居
関
係
者
を
兼

ね
る
な
ど
複
雑
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
茶
屋
株
と
同
様
に
劇
場
が
株
を
管
理
し
、
そ
の
権
利
を
興
行
の
手
駒
と
し

て
用
い
た
例
に
番
付
や
長
唄
の
稽
古
本
と
い
っ
た
出
版
物
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
版
元

の
専
属
化
が
起
こ
り
や
す
く
、
市
村
座
の
顔
見
世
番
付
を
手
が
け
る
福
地
茂
兵
衛
は

市
村
座
座
元
と
親
戚
で
、
興
行
を
預
か
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
同
じ
く
市
村
座
の
お
う

む
石
や
長
唄
正
本
を
手
が
け
る
山
本
重
五
郎
は
、
絵
図
に
も
大
茶
屋
の
印
に
続
い
て

「
役
割
え
ぞ
う
し
」
と
い
う
角
書
き
が
つ
い
て
お
り
、
茶
屋
株
と
番
付
出
版
権
の
両

方
を
保
持
す
る
者
の
存
在
）
96
（

は
、
芝
居
に
付
随
す
る
あ
ら
ゆ
る
権
利
の
抵
当
化
を
示
し

て
い
る
。　

　

こ
う
し
た
芝
居
と
縁
の
深
い
芸
能
者
の
親
戚
が
茶
屋
を
勤
め
た
の
に
対
し
、
出
方

の
よ
う
な
芝
居
関
係
者
が
小
規
模
の
水
茶
屋
へ
転
身
（
兼
任
）
し
た
例
や
株
の
授
受

を
記
し
た
史
料
は
未
見
な
上
、金
主
や
地
主
な
ど
の
利
権
に
縁
遠
い
桟
敷
番
や
留
場
、

割
元
た
ち
に
株
を
与
え
て
内
部
に
取
り
込
む
利
点
が
想
像
で
き
な
い
た
め
、
事
例
の

掲
出
に
と
ど
め
お
く
。

　

さ
ら
に
、
猿
若
町
に
て
芝
居
関
係
者
が
務
め
た
茶
屋
の
規
模
に
着
目
す
る
と
、
桟

敷
番
の
谷
吉
、
割
元
の
市
五
郎
は
当
初
、
水
茶
屋
と
な
っ
て
い
る
が
、
猿
若
町
以
前

よ
り
留
場
の
頭
を
務
め
て
い
た
中
島
金
次
郎
は
大
茶
屋
「
中
島
屋
」
と
な
り
、
留
場

の
上
の
組
織
で
あ
る
仕
切
場
に
詰
め
）
97
（

嘉
永
六
年
に
は
帳
元
を
勤
め
て
い
る
。
ま
た

三
節
に
て
紹
介
し
た
岩
附
屋
鐘
右
衛
門
は
、
弘
化
四
年
よ
り
嘉
永
三
年
ま
で
一
丁
目

東
側
の
裏
手
に
□
印
の
小
茶
屋
と
し
て
登
場
す
る
が
、
嘉
永
五
年
に
は
広
道
に
面
し

た
角
の
一
等
地
に
大
茶
屋
と
し
て
入
っ
て
い
る
。
翌
年
よ
り
世
話
役
に
加
え
て
茶
屋

惣
代
、
大
札
を
兼
任
す
る
こ
と
か
ら
、
茶
屋
の
規
模
と
劇
場
内
で
担
っ
た
役
割
や
係

の
中
で
の
序
列
と
の
相
関
関
係
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
う
し
た
事
象
に
言
及
し
た
史

料
は
未
見
の
た
め
、
株
の
管
理
と
あ
わ
せ
て
今
後
の
情
報
蓄
積
に
期
待
し
た
い
。

　

次
に
、
茶
屋
と
劇
場
の
協
力
関
係
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。
鈴
木
氏
は
不
況
時
に

は
木
挽
町
居
住
者
が
、
茶
屋
株
を
抵
当
に
座
元
の
借
金
返
済
を
援
助
し
た
り
、
金
主

の
引
受
手
が
な
い
興
行
に
は
町
内
で
出
資
し
た
り
、
甲
子
屋
に
い
た
っ
て
は
金
主
の

代
理
を
も
勤
め
る
な
ど
、
彼
ら
に
と
っ
て
最
大
の
脅
威
で
あ
っ
た
休
座
を
避
け
る
た

め
に
尽
力
す
る
様
子
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
「
身
内
」
の
よ
う
な
存
在
と
表
現
し
て

い
る
が
、同
様
の
動
き
は
猿
若
町
移
転
後
の
中
村
座
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。「
中

村
座
日
記
抄
）
98
（

」
に
よ
る
と
、
役
者
の
人
気
に
依
存
す
る
業
態
で
あ
る
以
上
移
転
後
も

経
営
は
厳
し
く
、
嘉
永
四
年
に
は
従
来
の
「
内
金
主
興
行
」
に
替
わ
り
、「
千
住
小

塚
原　

源
右
衛
門
地
借　

本
桝
屋
重
兵
衛
」
と
い
う
「
引
受
人
」
が
登
場
す
る
。
従

来
は
帳
元
を
証
人
と
し
て
役
者
の
給
金
を
提
供
（
前
貸
）
す
る
「
内
金
主
」
に
頼
ん

で
き
た
が
、「
兎
角
差
支
勝
」
な
た
め
向
こ
う
五
年
に
わ
た
り
「
興
行
其
外
役
者
貸

金
迄
引
受
」
る
よ
う
重
兵
衛
に
依
頼
し
て
い
る
。
そ
の
後
に
は
「
貴
殿
思
召
不
相
叶

儀
御
座
候
ハ
ゞ
我
等
方
江
被
申
聞
次
第
改
革
可
致
候
」
と
続
き
、
前
貸
給
金
の
対

処
も
含
め
た
興
行
全
て
を
任
せ
、
重
兵
衛
の
意
に
沿
う
よ
う
取
り
計
ら
う
と
し
て
、

一
二
〇
〇
両
を
重
兵
衛
よ
り
借
用
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
借
金
の
条
件
を
座
元

と
大
茶
屋
が
連
名
で
記
し
た
案
が
次
の
史
料
で
あ
る
。

【
史
料
）
99
（

7
】

　
　
　

入
置
申
一
札
之
事

一　

当
櫓
興
行
向
之
儀
、
座
元
勘
三
郎
并
我
等
共
一
同
よ
り
五
ヶ
年
之
間
御
引

受
被
下
候
様
御
頼
申
入
候
処
、
御
承
知
被
成
下
、
依
之
今
般
興
行
向
不
残
貴
殿

江
相
任
候
。
若
（
マ
マ
）証

文
為
取
替
及
示
談
候
処
、
我
等
共
一
同
芝
居
興
行
引
請
申
、

役
者
共
江
給
金
前
借
相
嵩
、
当
節
ニ
至
り
金
子
融
通
方
差
支
、
貴
殿
江
頼
入
本

紙
証
文
金
千
弐
百
両
借
用
仕
候
ニ
付
、
年
々
役
者
割
振
之
節
返
済
可
致
約
定
ヲ

以
、
役
者
給
金
前
借
証
文
都
合
何
通
并
我
等
一
同
土
間
桟
敷
百
銅
宛
積
金
貴
殿

江
御
預
ケ
申
候
処
実
正
也
。
然
ル
上
は
五
ヶ
年
御
引
請
申
役
者
共
江
給
金
前
貸

之
儀
都
て
勘
三
郎
名
宛
に
御
座
候
得
共
、
貴
殿
御
立
替
御
出
金
ニ
付
万
一
相
滞

り
候
節
は
、
我
等
共
に
御
相
談
ニ
不
及
、
直
ニ
御
取
立
可
被
成
候
。
且
又
役
者
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身
分
ニ
付
何
様
之
異
変
有
之
候
共
、
当
人
ニ
不
抱
我
等
共
引
請
貴
殿
江
聊
御
損

耗
相
懸
ケ
申
間
敷
候
。
為
後
日
入
置
一
札
依
而
如
件
。

　
　

嘉
永
四
年
七
月

　

史
料
中
傍
線
部
に
は
前
貸
給
金
証
文
と
、
茶
屋
の
持
つ
土
間
桟
敷
ご
と
に
一
〇
〇

文
を
重
兵
衛
に
預
け
る
と
あ
り
、
芝
居
興
行
の
資
金
繰
り
を
茶
屋
が
主
体
的
に
行
っ

て
い
る
。
重
兵
衛
が
引
き
受
け
た
「
引
受
人
」
と
い
う
職
分
に
つ
い
て
、
鈴
木
氏
は

資
金
提
供
の
み
の
従
来
の
金
主
と
は
異
な
り
、
帳
元
が
一
手
に
担
っ
て
き
た
芝
居
経

営
に
ま
で
参
画
す
る
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
、
文
政
期
に
は
「
芝
居
取
締
方
不
弁
者
」

と
い
う
否
定
的
な
評
価
を
受
け
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
同
様
に
「
引

受
」
と
い
う
表
現
は
、
文
久
期
の
森
田
座
に
お
け
る
債
務
整
理
に
つ
い
て
詳
述
し
た

寺
田
志
麻
氏
の
論
文
）
100
（

に
も
登
場
す
る
の
で
参
照
し
て
お
き
た
い
。
木
挽
町
時
代
よ
り

不
安
定
な
経
営
状
態
に
あ
っ
た
森
田
座
は
、
頻
繁
に
控
櫓
の
河
原
崎
座
に
興
行
権
を

譲
っ
て
お
り
、
特
に
猿
若
町
で
は
河
原
崎
座
興
行
期
間
が
長
く
、
三
丁
目
の
茶
屋
は

河
原
崎
権
之
助
と
の
結
び
つ
き
が
強
か
っ
た
。
そ
の
上
、
劇
場
の
負
債
を
肩
代
わ
り

し
て
い
た
と
い
う
点
で
も
、
安
政
三
年
に
復
興
し
た
森
田
座
の
座
元
一
一
代
目
守
田

勘
弥
に
と
っ
て
茶
屋
は
常
に
脅
威
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
三
丁
目
に
縁
故
関
係
の
な
い

翫
右
衛
門
に
「
芝
居
進
退
人
」
と
い
う
肩
書
き
の
も
と
「
興
行
方
」
の
「
引
受
」
を

依
頼
し
て
お
り
、
金
主
の
な
り
手
が
な
い
時
に
座
元
が
頼
み
込
ん
で
引
受
け
て
も
ら

う
文
脈
と
な
っ
て
い
る
。
江
戸
三
座
の
幕
末
期
の
興
行
に
関
す
る
記
録
や
研
究
自
体

が
少
な
い
た
め
一
般
化
は
で
き
な
い
が
、
中
村
座
の
場
合
は
、
内
金
主
よ
り
資
金
提

供
を
受
け
、
劇
場
関
係
者
が
取
り
仕
切
る
興
行
か
ら
、「
直
ニ
御
取
立
可
被
成
」
と

あ
る
よ
う
に
、
前
貸
金
の
取
立
な
り
相
応
の
出
演
な
り
を
、
引
受
人
が
直
接
役
者
に

求
め
ら
れ
る
と
い
う
、
い
わ
ば
興
行
一
式
を
引
受
人
に
託
す
形
へ
転
換
し
た
こ
と
に

な
る
。
前
掲
史
料
よ
り
中
村
座
の
茶
屋
と
引
受
人
の
関
係
は
、
森
田
座
の
場
合
よ
り

も
良
好
に
見
え
る
が
、
引
受
人
を
要
し
た
時
点
で
経
営
が
順
調
だ
っ
た
と
は
言
い
難

い
。

　

こ
の
後
、
劇
的
に
経
営
状
態
が
改
善
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
、
幾
度
か

「
桟
敷
土
間
敷
物
代
」
と
い
う
名
目
で
実
質
的
な
値
上
げ
を
図
っ
て
い
る
。
嘉
永
四

年
九
月
二
二
日
に
は
、
市
村
座
の
太
夫
元
が
一
丁
目
の
茶
屋
も
含
め
て
桟
敷
一
軒
ご

と
に
一
六
文
を
課
す
よ
う
提
案
し
て
い
る
が
、
こ
の
前
年
に
も
同
じ
く
敷
物
代
の
名

目
で
値
上
げ
し
て
い
た
た
め
、
こ
の
申
請
は
棄
却
さ
れ
た
。
翌
年
九
月
に
も
再
び
値

上
げ
の
動
き
が
見
ら
れ
る
の
で
引
用
し
て
お
く
。

【
史
料
）
101
（

8
】

役
者
共
江
附
廻
候
貸
金
高
年
々
相
嵩
ミ
、
役
者
共
江
は
給
金
前
貸
ニ
而
無
利
足

ニ
而
貸
遣
シ
、
他
借
い
た
し
貸
遣
候
義
ニ
付
、
利
足
相
当
さ
し
出
置
年
々
増
減

は
有
之
候
得
共
、
相
増
候
の
み
ニ
而
借
財
相
嵩
ミ
町
内
難
渋
仕
候
に
付
、
右
元

利
済
方
い
た
し
度
、
桟
敷
土
間
敷
物
銭
是
迄
之
上
江
銀
壱
匁
相
増
請
取
度
段
、

弐
丁
目
発
言
い
た
し
三
丁
目
相
談
い
た
し
両
町
同
意
之
趣
ニ
而
此
方
江
相
談
申

聞
候
（
以
下
略
）

　

史
料
に
は
、
前
貸
給
金
の
た
め
に
膨
ら
ん
だ
借
金
を
返
済
す
る
べ
く
桟
敷
土
間
敷

物
代
を
銀
一
匁
値
上
げ
し
た
い
、
と
市
村
座
関
係
者
が
提
案
し
河
原
崎
座
関
係
者
も

同
意
し
て
、
中
村
座
に
伺
い
に
来
た
と
あ
る
。
こ
の
後
一
〇
月
二
一
日
に
は
、
改
掛

に
敷
物
銭
値
上
げ
を
出
願
す
る
が
、
一
一
月
一
五
日
に
は
「
敷
物
銭
壱
匁
増
相
願
候

処
其
筋
ニ
付
御
伺
ニ
相
成
候
へ
共
、
御
聞
済
相
成
不
申
候
旨
被
仰
渡
願
書
御
さ
し
戻

し
御
請
書
」
と
し
て
棄
却
さ
れ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
ど
う
し
た
わ
け
か
、
翌
六
年

一
月
二
一
日
に
は
、「
桟
敷
土
間
敷
物
銭
壱
匁
増
の
儀
、
三
ヶ
町
申
合
茶
屋
中
江
相

頼
、
明
日
ゟ
受
取
候
積
取
極
候
事
」
と
記
さ
れ
、
敷
物
銭
の
値
上
げ
を
劇
場
側
よ
り

茶
屋
に
頼
ん
で
二
二
日
か
ら
実
行
す
る
よ
う
に
取
り
決
め
た
と
読
め
る
。
同
書
に

は
、
太
夫
元
か
ら
茶
屋
宛
に
「
口
演
」
と
い
う
形
で
実
際
に
依
頼
に
用
い
た
と
思
わ

れ
る
文
書
の
雛
形
も
付
さ
れ
て
お
り
、
顛
末
は
不
詳
な
が
ら
、
茶
屋
と
劇
場
が
苦
肉
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の
策
を
講
じ
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。

　

こ
こ
ま
で
金
銭
面
に
関
す
る
史
料
を
取
り
上
げ
て
見
て
き
た
が
、
役
者
へ
の
前
貸

給
金
の
た
め
に
経
営
が
悪
化
し
、
敷
物
代
と
い
う
名
目
で
観
劇
料
を
値
上
げ
す
る
動

向
は
、
化
政
期
に
共
通
し
て
い
る
。
金
銭
面
以
外
で
も
「
中
村
座
日
記
」
に
は
、
寄

合
の
会
場
や
改
掛
の
出
張
所
と
し
て
茶
屋
を
利
用
し
て
い
た
り
、
旅
行
中
の
役
者
を

呼
び
戻
す
の
に
茶
屋
の
者
が
出
向
い
た
り
、
と
い
っ
た
記
事
が
散
見
さ
れ
、
劇
場
運

営
の
一
助
を
茶
屋
が
担
う
様
子
が
垣
間
見
ら
れ
る
。

　

本
節
で
は
、（
一
）
に
て
「
懐
溜
諸
屑
」
所
収
の
一
枚
摺
を
手
が
か
り
に
猿
若
町

で
の
生
業
を
紹
介
し
、（
二
）
に
て
芝
居
関
係
者
と
茶
屋
が
ど
の
よ
う
に
劇
場
運
営

に
関
与
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
、
森
田
座
の
先
行
研
究
を
照
合
し
つ
つ
中
村
座
の

事
例
を
取
上
げ
た
。
そ
こ
で
は
、
依
然
と
し
て
役
者
人
気
に
依
存
す
る
興
行
形
態
が

続
い
て
お
り
、
給
金
捻
出
の
た
め
の
資
金
繰
り
が
常
の
課
題
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果

と
し
て
、
資
金
提
供
を
条
件
に
興
行
そ
の
も
の
を
担
う
引
受
人
を
必
要
と
し
、
敷
物

代
と
い
う
名
目
に
て
観
劇
料
の
実
質
的
な
値
上
げ
を
図
る
、
化
政
期
と
似
た
構
図
に

あ
っ
た
こ
と
を
具
体
的
に
示
し
た
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
ま
と
ま
っ
た
文
書
が
得
ら
れ
に
く
い
茶
屋
や
役
者
の
居
宅
、
芝
居
関

係
者
に
関
し
て
、
芝
居
町
の
絵
図
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
で
資
料
的
活
用
を
は
か
っ

た
。

　

第
二
節
に
て
猿
若
町
に
先
行
す
る
芝
居
町
の
絵
図
と
し
て
、
小
本
で
は
あ
る
が
文

化
か
ら
天
保
に
か
け
て
の
芝
居
細
見
を
紹
介
し
た
上
で
、
第
三
節
で
は
猿
若
町
絵
図

お
よ
び
絵
図
に
関
す
る
記
事
を
時
系
列
で
並
べ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
絵
図
の
特
徴
と
刊
行

の
意
味
合
い
を
整
理
し
た
。

　

第
四
節
で
は
、
絵
図
の
資
料
的
活
用
の
試
み
と
し
て
「
懐
溜
諸
屑
」
に
貼
り
こ
ま

れ
た
町
内
の
商
店
や
茶
屋
の
一
枚
摺
に
情
報
を
付
加
し
た
。
続
い
て
絵
図
の
比
較
検

図27　「守田座移転全図」 
（早稲田大学演劇博物館蔵　201-6221） 

討
の
過
程
で
得
ら
れ
た
情
報
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
、
劇
場
運
営
に
関
わ
る
個
別
具
体

的
な
事
例
を
示
し
、
中
村
座
の
例
を
も
っ
て
猿
若
町
移
転
後
の
劇
場
経
営
が
、
遠
か

ら
ず
化
政
期
と
似
た
状
況
に
陥
っ
て
い
た
こ
と
を
述
べ
た
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
、
す
べ
て
の
絵
図
の
変
化
を
集
約
し
表
な
ど
に
て
示
す
べ
き
で

あ
っ
た
が
、
絵
図
の
形
態
が
不
揃
い
な
上
、
各
戸
の
分
割
方
法
も
頻
繁
に
変
化
す
る

な
ど
、
あ
ま
り
に
煩
雑
で
整
理
が
追
い
つ
か
な
か
っ
た
点
、
本
稿
全
体
を
通
し
て
瑣

末
な
事
例
の
列
挙
に
終
始
し
、
論
を
深
く
掘
り
下
げ
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
点
、
役

者
の
住
居
図
で
あ
り
な
が
ら
猿
若
町
集
住
に
つ
い
て
考
証
に
は
至
ら
な
か
っ
た
点
、

芝
居
町
と
い
う
観
点
か
ら
す
る
と
、
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
に
守
田
座
が
猿
若
町

か
ら
新
富
町
に
移
転
す
る
ま
で
に
も
多
数
絵
図
は
出
さ
れ
た
は
ず
だ
が
、
そ
こ
ま
で

及
ば
な
か
っ
た
点
は
ひ
と
え
に
筆
者
の
力
不
足
で
あ
り
、
今
後
取
り
組
む
べ
き
課
題

で
あ
る
。　

　

一
枚
摺
の
芝
居
町
絵
図
登
場
の
契
機
と
な
っ
た
猿
若
町
移
転
か
ら
三
〇
年
後
の
明

治
五
年
に
は
、
新
富
町
に
て
新
た
な
芝
居
町
形
成
が
始
ま
り
、
そ
の
直
後
に
は
「
守

田
座
移
転
全
図
」【
図）102
（

27
】
が
出
さ
れ
た
。
絵
図
の
上
に
は
「
道
路
の
模
様
、
戯
場
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の
居
所
、
櫓
付
茶
屋
そ
の
外
人
家
の
地
割
等
を
誌
し
て
人
々
に
知
ら
し
め
ん
と
版
元

の
需
つ
い
に
梨
台
に
散
り
は
め
る
事
と
ハ
な
り
ぬ
」
と
い
う
詞
書
と
「
人
新
し
き
を

競
ふ
時
な
れ
ハ
早
く
世
に
知
ら
し
め
ん
」
と
町
割
を
絵
図
に
て
示
す
旨
の
附
言
が
あ

り
、
新
し
い
芝
居
町
で
も
絵
図
が
町
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
記

し
て
終
わ
り
と
し
た
い
。

本
稿
を
な
す
に
あ
た
っ
て
、
国
文
学
研
究
資
料
館
、
国
立
劇
場
、
国
立
国
会
図

書
館
、
東
京
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
、
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
、
東
京

都
立
中
央
図
書
館
、
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
、
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
に
は
、
ご

所
蔵
資
料
の
閲
覧
、
写
真
掲
載
を
ご
快
諾
い
た
だ
き
、
ご
担
当
者
様
に
は
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
ま
す
。

（
1
）　
『
市
中
取
締
類
集　

十
九　

書
物
錦
絵
之
部
二
』
四
頁
。（
一
九
九
〇
、
東
京
大
学
出
版
会
）

（
2
）　

資
料
番
号
6-

38
。
以
下
「
懐
溜
諸
屑
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
資
料
に
つ
い
て
は
、「
資
料

番
号
〇
〇
」
と
し
て
資
料
番
号
を
表
記
す
る
。

（
3
）　

守
屋
毅
『
近
世
芸
能
興
行
史
の
研
究
』（
一
九
八
五
、
弘
文
堂
）

（
4
）　

藤
田
覚
『
遠
山
金
四
郎
の
時
代
』（
一
九
九
二
、
校
倉
書
房
）

（
5
）　

市
川
寛
明
「
猿
若
町
の
成
立
」『
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館　

調
査
報
告
書　

第
三
〇
集　

浅
草
地
域
の
あ
ゆ
み
│
江
戸
の
信
仰
と
に
ぎ
わ
い
│
』（
二
〇
一
六
、
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
）

（
6
）　

吉
田
伸
之
「
第
二
節　

江
戸
の
社
会
＝
文
化
構
造
」
の
う
ち
「
第
十
一
章　

芝
居
町
」『
身

分
的
周
縁
と
社
会
＝
文
化
構
造
』（
二
〇
〇
三
、
部
落
問
題
研
究
所
）

（
7
）　

今
岡
謙
太
郎
「
幕
末
の
歌
舞
伎
（
江
戸
）」
鳥
越
文
蔵
・
内
山
美
樹
子
・
渡
辺
保
編
『
岩
波

講
座 

歌
舞
伎
・
文
楽　

歌
舞
伎
の
歴
史
Ⅱ
』（
一
九
九
七
、
岩
波
書
店
）

（
8
）　

神
田
由
築
『
江
戸
の
浄
瑠
璃
文
化
』（
二
〇
〇
九
、
山
川
出
版
社
）

（
9
）　

岩
切
友
里
子「
天
保
一
三
年
の
掛
り
名
主
の
改
に
つ
い
て
」『
浮
世
絵
芸
術154

』（
二
〇
〇
七
、

国
際
浮
世
絵
学
会
）

（
10
）　

大
久
保
純
一
「
浮
世
絵
出
版
論
│
大
量
生
産
・
消
費
さ
れ
る
〈
美
術
〉」（
二
〇
一
三
、
吉

川
弘
文
館
）

（
11
）　

赤
間
亮
「
歌
舞
伎
の
出
版
物
（
二
）」『
歌
舞
伎
文
化
の
諸
相
』（
一
九
九
八
、
岩
波
書
店
）

（
12
）　

立
川
洋
「
江
戸
の
劇
書
│
書
誌
と
書
肆
│
」『
芸
能
史
研
究 

47
』（
一
九
七
四
、
芸
能
史
研

註

究
会
）

（
13
）　

服
部
幸
雄
『
歌
舞
伎
の
構
造
』（
一
九
七
〇
、
中
公
新
書
）

（
14
）　

神
田
由
築
「
芸
能
と
文
化
」『
岩
波
講
座　

日
本
歴
史
第
13
巻
』（
二
〇
一
五
、
岩
波
書
店
）

（
15
）　

正
確
な
書
名
は
『
芝
居
細
見
三
葉
草
』
で
、
文
化
期
刊
行
分
と
同
名
だ
が
、
こ
こ
で
は
混
同

を
避
け
る
た
め
（
天
保
版
）
と
付
記
す
る
。

（
16
）　

前
掲
註
11
赤
間
論
文

（
17
）　

閲
覧
資
料
の
選
別
は
新
日
本
古
典
籍
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
参
考
に
し
た
。

（
18
）　

大
阪
大
学
附
属
図
書
館
忍
頂
寺
文
庫
蔵
。228.26.10

（
19
）　

東
京
大
学
国
文
学
研
究
室
蔵
。
近
世22.3.62

（
20
）　

国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
。
ヤ8-319

（
21
）　

小
池
章
太
郎
『
増
補
改
訂　

考
証
江
戸
歌
舞
伎
』
八
七
頁
（
一
九
九
七
、
三
樹
書
房
）

（
22
）　

服
部
幸
雄
「
江
戸
歌
舞
伎
の
観
客
」『
芸
能
史
研
究
 50
』（
一
九
七
五
、
芸
能
史
研
究
会
）

（
23
）　

東
京
大
学
駒
場
図
書
館
蔵
。090.2.61

（
24
）　

西
尾
市
岩
瀬
文
庫
所
蔵
。95-120

（
25
）　

湯
浅
淑
子
「
仙
女
香
と
出
版
物
の
改
掛
」
竹
内
誠
編
『
徳
川
幕
府
と
巨
大
都
市
江
戸
』

（
二
〇
〇
三
、
東
京
堂
出
版
）

（
26
）　
『
藤
岡
屋
日
記　

第
二
巻
』
二
九
四
頁
（
一
九
八
八
、
三
一
書
房
）

（
27
）　

前
掲
註
10
大
久
保
論
文
。
三
九
頁
。

（
28
）　
「
天
保
撰
要
類
集　

第
百
一
之
上　

芝
居
所
替
の
部
」（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
）

（
29
）　

前
掲
註
9
岩
切
論
文
。

（
30
）　

柴
田
光
彦
、
神
田
正
行
編
『
馬
琴
書
翰
集
成　

第
六
巻
』
五
〇
頁
（
二
〇
〇
三
、八
木
書
店
）

（
31
）　

鈴
木
俊
幸
『
絵
草
紙
屋　

江
戸
の
浮
世
絵
シ
ョ
ッ
プ
』（
二
〇
一
〇
、
平
凡
社
）

（
32
）　

浅
野
秀
剛
『
浮
世
絵
細
見
』
一
九
六
頁
（
二
〇
一
七
、
講
談
社
）

（
33
）　

差
異
は
見
ら
れ
る
が
お
よ
そ
表
記
の
通
り
。（
国
立
劇
場 

三
四
・
五
×
四
六
・
八
㎝
、
都
立
中

央
図
書
館
三
四
・
二
×
四
六
・
一
㎝
、
東
大
国
文
学
研
究
室 

四
七
×
三
四
・
八
㎝
、
早
稲
田
大
学

演
劇
博
物
館
（
二
点
所
蔵
） 

三
四
・
六
×
四
七
・
二
㎝
、
三
四
・
六
×
四
六
・
八
㎝
）

（
34
）　

西
尾
市
岩
瀬
文
庫
、
東
京
大
学
総
合
図
書
館
霞
亭
文
庫
。

（
35
）　
『
市
中
取
締
類
集
二　

市
中
取
締
之
部
二
』
五
頁
（
一
九
六
〇
、
東
京
大
学
出
版
会
）

（
36
）　

両
芝
居
茶
屋
。
中
村
座
と
市
村
座
の
両
座
に
つ
い
た
茶
屋
の
こ
と
。

（
37
）　

他
に
も
蔵
書
家
と
し
て
知
ら
れ
る
小
寺
玉
晁
は
、「
呼
子
鳥
」
を
弘
化
四
年
に
借
り
た
写
本

「
呼
子
ど
り
和
歌
三
町
」
と
、
元
絵
よ
り
凝
っ
た
作
り
の
袖
珍
本
「
呼
子
ど
り
若
三
町
の
秘
事
」

を
自
作
し
て
い
る
。
と
も
に
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
蔵
。

（
38
）　

国
立
劇
場
蔵
。

（
39
）　
『
東
都
戯
場
沿
革
誌
料　

下
』
三
七
九
頁
。（
一
九
八
四
、
国
立
劇
場
芸
能
調
査
室
）

（
40
）　

前
掲
註
39
。
三
八
二
頁
。

（
41
）　

狂
言
作
者
二
世
中
村
重
助
の
著
作
。『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成　

第
六
巻
』
二
八
三
頁
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（
一
九
七
三
、
三
一
書
房
）

（
42
）　

狂
言
作
者
三
升
屋
二
三
次
の
著
作
。
前
掲
註
41
所
収
。
六
二
三
頁
。

（
43
）　
『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成　

第
十
二
巻
』（
一
九
七
七
、
三
一
書
房
）

（
44
）　

早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
蔵
。
猿
若
町
移
転
以
降
で
は
、
弘
化
二
年
、
嘉
永
五
、
六
年
、
安

政
五
、
六
年
、
万
延
元
年
、
文
久
元
、
二
、
三
、
四
年
分
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
不
十
分
な
点

も
あ
る
が
、
必
要
に
よ
り
参
照
し
て
い
く
。

（
45
）　
『
俳
優
細
見
記
』（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）
に
よ
る
。

（
46
）　
『
三
芝
居
役
者
細
見
』（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
）
に
よ
る
。

（
47
）　
「
市
中
取
締
類
集　

芝
居
所
替
之
部　

二
ノ
二
」（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
）

（
48
）　

前
掲
註
4
。
九
七
頁
、
前
掲
註
5
。
七
七
頁
な
ど
。

（
49
）　
「
中
村
座
日
記
」
安
政
六
年
六
月
二
八
日
条
（
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
蔵
）

（
50
）　

前
掲
註
6
吉
田
論
文
。

（
51
）　
「
市
中
取
締
類
集　

芝
居
所
替
之
部　

下
」（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
）

（
52
）　
「
天
保
撰
要
類
集　

第
百
三
下　

芝
居
之
部　

五
」（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
）

（
53
）　

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
。

（
54
）　

東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
蔵
。92200191

（
55
）　

東
京
都
立
中
央
図
書
館
特
別
文
庫
室
蔵
。
加403

（42

）

（
56
）　
「
嘉
永
撰
要
類
集　

第
五
十
四
ノ
中　

書
物
板
行
之
部
」（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
）

（
57
）　

前
掲
註
1
。
一
九
九
頁
。

（
58
）　

早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
蔵
。201-0514

（
59
）　

東
京
大
学
総
合
図
書
館
霞
亭
文
庫
蔵
。

（
60
）　

東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
蔵
。87200632

（
61
）　

資
料
番
号3-47

、3-98

、3-99

、3-147

、3-166

、8-42
、8-86

、22-5

（
62
）　

資
料
番
号3-47

（
63
）　

資
料
番
号8-42

（
64
）　

資
料
番
号3-99

（
65
）　

興
津
要
「
二
世
春
水 

（
染
崎
延
房
）
研
究
」『
國
文
學
研
究
15
』（
一
九
五
七
、
早
稲
田
大
学

国
文
学
会
）

（
66
）　

資
料
番
号3-98

（
67
）　

資
料
番
号3-147

（
68
）　

東
京
都
立
中
央
図
書
館
特
別
文
庫
蔵
。575-C8

（
69
）　

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
。

（
70
）　

西
尾
市
岩
瀬
文
庫
蔵
。103-118

（
71
）　

資
料
番
号4-239

（
72
）　

前
掲
註
41
。
六
六
二
頁
。

（
73
）　

資
料
番
号2-170

（
74
）　

資
料
番
号4-520

（
75
）　

資
料
番
号7-8

（
76
）　

資
料
番
号13-105

（
77
）　

資
料
番
号20-10

（
78
）　

資
料
番
号5-251

（
79
）　
『
大
日
本
近
世
史
料　

市
中
取
締
類
集　

一
』　

一
六
七
頁
（
一
九
九
六
、
東
大
出
版
会
）

（
80
）　

前
掲
註
28
。
二
二
四
頁
。

（
81
）　
『
大
日
本
近
世
史
料　

市
中
取
締
類
集
二
十
二
』　

一
〇
七
頁
（
一
九
九
六
、
東
大
出
版
会
）

（
82
）　
「
芝
町
方
書
上　

五
」（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
）

（
83
）　

前
掲
註
6
。
三
六
六
頁
。

（
84
）　

前
掲
註
43
。
六
九
六
頁
。

（
85
）　

前
掲
註
43
。
六
六
八
頁
。

（
86
）　

前
掲
註
41
。
六
二
四
頁
。

（
87
）　

前
掲
註
5
市
川
論
文
。

（
88
）　

地
図
の
表
記
だ
け
で
は
転
身
か
兼
任
か
の
判
断
が
で
き
な
い
た
め
併
記
す
る
。

（
89
）　

の
ち
に
こ
の
議
定
書
が
発
覚
し
、
茶
屋
は
五
貫
文
の
過
料
、
勘
三
郎
は
過
料
に
加
え
手
鎖
に

処
さ
れ
た
。
前
掲
註
43
。
六
六
五
頁
。

（
90
）　

児
玉
洋
一
『
熊
野
三
山
経
済
史
』
三
四
五
頁
（
一
九
四
一
、
有
斐
閣
）

（
91
）　

劇
場
で
は
端
の
役
者
た
ち
へ
炊
き
出
し
を
し
て
い
た
が
、
株
の
詳
細
は
不
明
と
さ
れ
る
。

（
92
）　

鈴
木
陽
子
「
座
元
九
代
目
森
田
勘
弥
と
帳
元
甲
子
屋
藤
七
」『
聖
心
女
子
大
学
大
学
院
論
集

19
』（
一
九
九
七
、
聖
心
女
子
大
学
）

（
93
）　
「
中
村
座
日
記　

弘
化
二
年
」
一
二
月
二
六
日
条
（
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
蔵
）

（
94
）　

郡
司
正
勝
校
訂
『
手
前
味
噌
』
三
一
四
頁
（
一
九
六
七
、
青
蛙
房
）

（
95
）　

三
升
屋
二
三
次
の
著
書
「
芝
居
秘
伝
集
」
前
掲
註
43
所
収
。
七
一
〇
頁
。

（
96
）　

前
掲
註
43
。
六
四
八
頁
。

（
97
）　

前
掲
註
94
。
二
五
頁
。

（
98
）　

近
代
の
劇
作
家
伊
原
敏
郎
に
よ
る
「
中
村
座
日
記
」
の
抄
録
。
前
掲
註
43
所
収
。

（
99
）　
「
中
村
座
日
記
抄
」
嘉
永
四
年
八
月
一
二
日
条　

前
掲
註
43
所
収
。
七
〇
四
頁
。　

（
100
）　

寺
田
志
麻
「
安
政
か
ら
文
久
年
間
の
森
田
（
守
田
）
座
│
十
一
代
目
・
十
二
代
目
守
田
勘

弥
と
中
村
翫
左
衛
門
│
」『
演
劇
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
Ⅸ　

早
稲
田
大
学
21
世
紀CO

E

プ
ロ

グ
ラ
ム
』（
二
〇
〇
七
、
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
）

（
101
）　
「
中
村
座
日
記
」
嘉
永
五
年
九
月
五
日
条
（
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
蔵
）

（
102
）　

早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
蔵
。201-6221

（
た
ば
こ
と
塩
の
博
物
館
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
員
）

（
二
〇
一
九
年
八
月
五
日
受
付
、
二
〇
二
〇
年
一
月
二
七
日
審
査
終
了
）
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Changes in Illustrations of Shibaimachi in the Latter Part of the Early 
Modern Period and Their Utility as Historical Documents

NISHIDA Ami

This paper compares illustrations of shibaimachi (the Edo theater district) in order to make use of 

illustrations as historical documents and thereby gather information about teahouses, actors’ homes, 

and people in the theater industry that cannot readily be obtained from printed materials.

Hitoyobukotori Wakasancho-  was published in the third year of the Ko- ka era (1846), and since part 

of the Tenpo-  Reforms regulating theater involved relocating shibaimachi  to Saruwaka-cho, printing 

these images as nishiki-e--  which were subject to the same strict regulations as the theater-- was very 

well-received and led to the production of further works thereafter, though intermittently. The second 

section of this paper introduces a series of theater-related documents published from the Bunka to 

Tenpo-  periods as small book-form illustrations of shibaimachi before it moved to Saruwaka-cho, and 

identifies features that would be emulated in Saruwaka-cho illustrations. 

The third section chronologically charts the relocation to Saruwaka-cho along with articles about 

the illustrations, looking for key features of illustrations from the Tenpo-  to Bunkyu-  periods as well as 

changes in the significance of the publication of illustrations.

The fourth section applies the results of this analysis, first assigning additional information to the 

ichimaizuri  (single page prints) of tea houses and shops in the district as seen in Futokoroni-tamaru-  

Morokuzu (“A Scrapbook of Odds and Ends”) with the purpose of providing a concrete image of what 

it was like to work there. Then, weaving together information obtained in the process of comparing 

the illustrations, the example of Nakamura-ze is used to show how theater teahouses, theater owners, 

ushers, and other unique participants in the theater industry besides the performers themselves were 

involved in running the theater.

Specific examples from the cases covered so far are used to give a sense of what theater 

management was like after the relocation, though still in the same conditions as in the Bunka-Bunsei 

period.  

This paper’s contribution is to establish a genre of printed materials made up of the illustrations 

used as reference documents in much of the preceding research on the move to Saruwaka-cho and its 

influencing factors, locating the illustrations in the chronological order in which they were produced, 

albeit intermittently. Additionally, by comparing this information with other materials such as written 

documents and ichimaizuri , this paper reveals the various people involved in shibaimachi and the 

duties they carried out. 

Key words : shibaimachi, illustrations, publications




